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　熱中症の予防や健康の維持、授業の効率性な
どの観点から、幼稚園・小学校の普通教室にエ
アコンを設置します。

　村民活動およびむらづくりの推進を図るため、
村民団体が自主的、主体的に企画し、実施する公
益性のあるむらづくり事業に対して支援します。

　国際感覚を養わせ、世界に羽ばたくグローバ
ルな人材を育成することをめざし、村立中学校
生を対象に夏休みにオーストラリアでホームス
テイを行い
ます。

　災害時の防災拠点の整備や役場機能を集約さ
せ、効率的で適切な行政サービスを提供できる
よう、新たな役場庁舎の建設に向け新庁舎建設
基本計画に
基づき、基
本設計・実
施設計業務
に着手しま
す。

地域活動活性化補助事業
２００万円

新庁舎建設基本設計・
実施設計業務	 １，６５４万円

小学校及び幼稚園
空調整備事業	 ７，７２７万円

海外留学体験事業
	 １，０２４万円

村政運営方針（抜粋）
～ 一流のむらづくりをめざして ～

　本村におきましては、昨年４月に大阪府内で初めて過疎地域として公示
されました。このことをマイナスのイメージではなく、新たな村の発展の
シグナルとして捉え、こうした国政の流れを注視しつつ、本村の地域特性
や可能性をしっかりと生かした地方創生に取り組み、国内では未だ例のな
い過疎からの脱却が図れるよう、一流の村づくりをめざします。

次世代育成プロジェクト

住みたいむらプロジェクト
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　金剛登山者が安全に登山を楽しみ、また村の
情報を発信するため、金剛山周辺に休憩・情報
発信施設を整備する基本計画を策定します。

　奉建塔や楠公誕生地など、くすのきホール周
辺の活性化を図るため、歴史・観光拠点の整備
を進められるよう、基本計画の策定に着手します。

金剛山ビジターセンター
整備事業	 １，３８６万円

くすのきホール周辺整備
基本計画策定業務	 ５００万円
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。

　超高齢化社会に適合す
る公共交通システムの構
築をめざし、今後の本格
的な事業化に向けた検討
を行うため、公共交通の
実証実験を行います。

　村民の皆さんの生活支
援および地域の活性化を
図り、地域経済振興を発
展させるため、プレミア
ム商品券を発行します。

　定住促進や地域の活性
化を図るため、空き家購入
者・提供者に対して、空き
家改修に要する経費、また
空き家賃借者に対し、家賃
補助を行います。

地域公共交通確保維持
改善事業

４３０万円

千早赤阪村プレミアム
商品券発行事業

４，４７３万円

定住促進空き家活用
補助事業

３００万円

平成27年度予算
　村の平成27年度予算が３月議会で決まりました。予算総額は、56億4,248万６千円で、
前年度と比較して、18.7％、８億9,041万円２千円の増額です。一般会計予算は、29億
9,309万８千円で前年度と比較して16.5％、４億2,461万7千円の増額、特別会計・企業
会計予算は、26億4,938万８千円で前年度と比較して21.3％、４億6,579万5千円の増額
となっています。

交流人口増加プロジェクト

生活環境の整備 消 費 喚 起 策 定住人口の増加
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平成27年度の主な実施事業
～ 一流のむらづくりをめざして ～

　平成27年度の予算編成においては、新庁舎建設基本設計などをはじめとした防災対策事業、金剛山
ビジターセンター整備事業、小学校及び幼稚園空調整備事業など、安全・安心のむらづくり、活力あ
るむらづくりに重点を置いた予算編成を行いました。

安全・安心・環境

教育・歴史・伝統 観光・産業・地域振興

建設・交通

健康・福祉

協働・行政経営
新　村道整備計画策定事業	 ２，２００万円
新　橋梁整備事業	 ２，３７０万円
継　村道維持事業	 ３，４７２万円
新　開発候補地調査事業	 ３００万円

継　外部評価事業	 １８万円
継　３市２町１村広域共同処理事業	４９９万円
継　地区補助金	 ３９２万円

新　教育環境検討事業	 ５００万円
継　英語教育推進事業	 ４０万円
新　スクールバス購入事業	 ３，１２０万円
新　給食センター施設整備事業	 ７，９２１万円
新　史跡整備事業	 ２００万円
継　村民大学事業	 ３０万円
拡　幼稚園保育料を軽減します

新　くすのきホール周辺整備基本計画策定事業
	 ５００万円
継　地域グルメ・お土産開発事業	 ３５万円
継　奥河内観光事業	 ３５万円
継　青年就農給付金事業	 ５２５万円
継　金剛山の里 棚田夢灯り＆収穫祭	２００万円
継　有害鳥獣駆除対策事業	 ２００万円
継　農道舗装及び用水路整備事業	 １２０万円
継　森林環境保全整備事業	 ２８５万円
継　消費者生活相談充実事業	 ３４万円

継　防災対策事業	 ３７０万円
新　土砂災害ハザードマップ作成業務
	 ９７０万円
継　建築物耐震化事業	 １０３万円
新　常備消防消防車整備事業	 ４，１３２万円
新　消防団車両更新事業	 ８６８万円
新　消防用水利整備事業	 １，０８０万円
新　浄化槽維持管理費等補助事業 	 ２２８万円
拡　浄化槽設置補助事業	 １，０２１万円
継　水道施設更新事業	 ２２，８５２万円
継　公共下水道維持管理事業	 １，３００万円
新　再生可能エネルギービジョン策定調査業務
	 ６６８万円

継　任意予防接種費用助成事業	 ２２６万円
継　妊婦健康診査公費助成事業	 ３５１万円
継　食育推進事業	 ２８９万円
継　地域子育て支援拠点事業	 ７４６万円
継　スクールソーシャルワーカー活用事業
	 １０１万円
継　子育て支援ヘルパー派遣事業	 ３０万円
継　子ども医療費助成事業	 １，５３３万円
新　がん検診等を無料にします	
拡　保育園保育料を軽減します
拡　国民健康保険料を引き下げます	
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25億

27億

29億

31億

33億

35億
（地方債）

0

3億

6億

9億

12億

15億
（基金）

6億8,300万円

31億1,709万円
8億1,999万円

9億8,594万円

12億531万円 12億695万円

11億4,335万円29億2,759万円

30億7,137万円

30億2,352万円
30億9,863万円

32億8,843万円

6億8,300万円

31億1,709万円

22年度末 23年度末 24年度末 25年度末 26年度末
（見込み）

27年度末
（見込み）

8億1,999万円

9億8,594万円

12億531万円 12億695万円

11億4,335万円29億2,759万円

30億7,137万円

30億2,352万円
30億9,863万円

32億8,843万円

521,203円の内訳
１月末日
総人口  5,735人で算出

民生費

131,633円

公債費

72,834円

教育費

84,293円

土木費

49,744円

農林水産業費

8,505円

商工費

8,234円

議会費

12,816円

消防費

39,823円

衛生費

42,555円

総務費

70,766円

（単位：万円）

会計別でみた予算額

村民一人当たりの予算額 基金残高と地方債残高の推移

〈問い合わせ〉まちづくり課・人事財政課

歳入
29億9,310万円29億9,310万円

歳出
29億9,310万円29億9,310万円
科目別

民生費
75,492

（25.2%）

衛生費
24,405（8.2%）

公債費
41,770

（14.0%）

公債費
41,770

（14.0%）
総務費
40,584

（13.6%）

教育費
48,342

（16.1%）

土木費
28,528

（9.5%）

消防費
22,839（8.2%）

議会費
7,350（2.5%）

農林水産業費　4,878（1.6%）

商工費　4,722（1.6%）

その他　400（0.1%）

村税
49,825

（16.7%）

その他 

6,500（2.2%）
諸収入 
4,863（1.6%）
使用料及び
手数料 
2,054（0.7%）

繰入金 

2,736（0.9%）
地方交付税

122,000
（40.8%）

地方交付税
122,000

（40.8%）

村債
56,642

（18.9%）

府支出金
22,069（7.4%）

国庫支出金
18,221（6.1%） その他（譲与税・交付金）14,400（4.7%）

依

自主財
源

存

源 77.9％

22.1%22.1%

財

歳入
29億9,310万円29億9,310万円

歳出
29億9,310万円29億9,310万円
科目別

民生費
75,492

（25.2%）

衛生費
24,405（8.2%）

公債費
41,770

（14.0%）

公債費
41,770

（14.0%）
総務費
40,584

（13.6%）

教育費
48,342

（16.1%）

土木費
28,528

（9.5%）

消防費
22,839（8.2%）

議会費
7,350（2.5%）

農林水産業費　4,878（1.6%）

商工費　4,722（1.6%）

その他　400（0.1%）

村税
49,825

（16.7%）

その他 

6,500（2.2%）
諸収入 
4,863（1.6%）
使用料及び
手数料 
2,054（0.7%）

繰入金 

2,736（0.9%）
地方交付税

122,000
（40.8%）

地方交付税
122,000

（40.8%）

村債
56,642

（18.9%）

府支出金
22,069（7.4%）

国庫支出金
18,221（6.1%） その他（譲与税・交付金）14,400（4.7%）

依

自主財
源

存

源 77.9％

22.1%22.1%

財

区　　　分
会　計　別

平成27年度
予算額

平成26年度
予算額

対前年度
増減額

対前年度
増減率

一般会計 29億9,310万円 25億6,848万円 4億2,462万円 16.5%

特別会計

国民健康保険
事 業 勘 定 10億4,724万円 9億1,546万円 1億3,178万円 14.4%

施 設 勘 定 1,144万円 1,126万円 18万円 1.6%

介 護 保 険 6億7,523万円 5億8,799万円 8,724万円 14.8%

後 期 高 齢 者 医 療 9,326万円 9,060万円 266万円 2.9%

下 水 道 事 業 2億5,214万円 2億3,458万円 1,756万円 7.5%

金 剛 山 観 光 事 業 9,595万円 8,792万円 803万円 9.1%

水 道 事 業
収益的支出 1億5,229万円 1億6,753万円 ▲1,524万円 ▲9.1%

資本的支出 3億2,184万円 8,826万円 2億3,358万円 264.7%

合　　　　　計 26億4,939万円 21億8,360万円 4億6,579万円 21.3%

合　　　　　計 56億4,249万円 47億5,208万円 8億9,041万円 18.7%
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〈問い合わせ〉まちづくり課

　村では、人口の維持や空き家の活用を図るため、新たに村へ移住する人などに対して、補助
制度を創設します。

■空き家改修に要する経費を補助
　新しく村に移住するため空き家を改修するにあたり、改修費用の一部を助成します。
【対 象 者】空き家購入者、空き家提供者
【主な要件】購入者：５年以上村に住む意思があること

提供者：賃借者などが確定していること
【補 助 額】対象経費の１／２の額（購入者：上限50万円、提供者：上限30万円）

■空き家家賃を補助
　新しく村に移住した人に対して、家賃の一部を助成します。
【対 象 者】４月以降に移住された賃借者
【主な要件】５年以上村に住む意思があること
【補 助 額】家賃費用の１／２の額（上限２万円／月）、３年間

※どちらも交付には要件があります。詳しくは、まちづくり課へ問い合わせください。

　空き家情報バンクとは、空き家などの賃貸または売却を希望する所有者から情報提供を受け、
空き家バンクに登録した物件を、ホームページ、パンフレットなどを利用して移住希望者など
に紹介する制度です。

■空き家などをお持ちの人
　�　住宅として利用可能な空き家・空地を所有し、同制度への登録を希望する人は物件の登録
をしてください。

■千早赤阪村で空き家などをお探しの人
　�　村内での定住のために空き家などを探しており、同制度に登録された物件の紹介を希望す
る人は、利用者登録をしてください。

※村では、空き家などの仲介はしていません。また、登録には要件があります。
　詳しくは、まちづくり課へ問い合わせください。

千早赤阪村での暮らしを応援！！
　村では、人口の維持や地域の活性化を図
るため、空き家情報の提供および村外からの
移住者を対象にした補助制度を創設します。
　千早赤阪村での新しいライフスタイルを
応援します！

定住促進空き家活用補助事業

定住促進空き家情報バンク制度

6



▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼ ▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼

　村では、村民の皆さんとともに力を合わせて地域課題の解決や地域の活性化を図る協働によるむらづくりを推進
しており、平成24年度から村民協働提案型むらづくり事業として村民活動団体を支援する制度を設けています。
　平成27年度からより一層、村民活動団体が活発に、また中・長期的な活動ができるよう、補助内容を拡大した地
域活動活性化補助事業を創設します。
　皆さんからのたくさんの応募をお待ちしています。
■対象団体
　◦５人以上の会員で組織し、その構成員の過半数が村内に在住、在勤または在学していること
　◦組織運営の会則などがあること
　◦予算、決算を適正に行われていること
　◦村と協働事業を実施できる実績または能力があること
■対象事業
　　次のいずれかに該当すること
　（１）　�公益的、社会貢献的な事業であって、提案する補助対象団体と村が協働して取り組むことによって地域課

題や社会的課題の解決が図られ、施策として展開できる事業
　（２）　村民満足度が高まり、具体的な効果や成果が期待できる事業
　（３）　協働の役割分担が明確かつ妥当で、協働で実施することにより相乗効果や住民自治力が高まる事業
　（４）　先進性、先駆性などがあり、新しい視点からの事業
　（５）　村と協働して行うことで共通の公共的目標達成に向け効果が期待できる事業
■提案期間
　◦４月１日（水）～５月29日（金）
■補助内容
　◦新規事業：年間１団体１事業に対してのみ、100万円を上限に予算の範囲内で交付します。
　◦継続事業：�審査委員会で、事業実績に効果が認められ、継続して取り組むことがふさわしいと認められた事業で、

１事業につき20万円を上限に予算の範囲内で交付します（１団体１事業）。
　※補助対象外となる経費があります。
■申請方法
　◦提出書類：事業計画書、収支予算書、見積書写し、団体に関する調書、会則などの写し、その他事業の補足資
　　　　　　　料（交付要綱に定める様式は、村ホームページからダウンロードまたは役場まちづくり課、小吹台
　　　　　　　連絡所、保健センター、くすのきホール、Ｂ＆Ｇ海洋センター、いきいきサロン窓口に置いています。）
　◦提出方法：まちづくり課まで直接提出してください。
■提案事業の採択
　◦�新規および継続ともに提案いただいた事業は、ヒアリングなど内容を確認させていただいた上、住民代表など

で構成する審査委員会で、村民活動団体による公開プレゼンテーションを行い、交付対象事業を決定しますので、
あらかじめご了承ください。

〈問い合わせ〉まちづくり課

広報紙をスマートフォンなどで閲覧できるアプリが利用できます。
毎月１日に発行される最新号が皆さんのスマートフォンなどに自動で届き、いつでもどこでも確認できます。
利用する際には、無料アプリ「i 広報紙」のダウンロードが必要です。
※広告が表示されますが、その内容に村は一切の責任を負いません。

ｉ広報紙の画面イメージ

最新号を表示します。

設定した居住地の広報紙をリストから閲覧
できます。
地域は２つまで設定可能です。
（例：居住地＋出身地）

スクラップ機能で切り抜いた画像を確認で
きます。

居住地として設定した自治体の情報（公共
施設の電話番号など）が閲覧でき、電話帳
として利用できます。

「個人設定の変更」「利用規約」
「ｉ広報紙について」「ご意見・ご要望」

ダウンロード方法

◦ iPhone、iPod touch、iPadの場合
⇒�アップル社が運営するApp Store
（アップストア）から無料でダウン
ロード　

◦Androidの場合
⇒�グーグル社が運営するGoogle Play
（グーグルプレイ）から無料でダウ
ンロード　

〈問い合わせ〉総務課

村民の皆さんのむらづくり活動を応援！！
地域活動活性化補助事業を募集します

ｉ広報紙を利用しませんかｉ広報紙を利用しませんか
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　村では、第４次総合計画や過疎地域自立促進計画に基づく事業などに効果的に取り組むため、４月１日
から下記のとおり組織の一部を見直しました。変更点は、次のとおりです。
　①企画調整担当と地域振興施策担当、都市計画担当などを合わせ「まちづくり課」を設置しました。
　②村道、上水道、下水道などの施設整備を総合的に担当する「施設整備課」を設置しました。

新組織（平成27年４月１日～）

〈問い合わせ〉人事財政課

課　　名 主 な 業 務 内 容

人 事 財 政 課 ○秘書、表彰、人事、給与、財政など

総 務 課

○契約、庁舎管理、広報・広聴、監査委員、選挙管理委員会
危機管理、消防防災、消防団など
○村民税・固定資産税・軽自動車税の賦課・徴収など
○出納、指定金融機関など

住 民 課
○戸籍、住民登録、印鑑登録など
○ごみ・し尿、公害、人権相談・啓発など
○国民健康保険、国民年金、福祉医療、後期高齢者医療保険など

健 康 福 祉 課 ○健康増進、母子保健、国民健康保険診療所など
○子育て支援、介護保険、高齢者福祉、障がい者福祉、地域福祉など

ま ち づ く り 課
○政策推進、重点施策総合調整、総合計画、行財政改革など
○農林業、農業委員会、商工業、観光、消費者行政など
○都市計画、建築指導、開発指導など

施 設 整 備 課 ○村道整備、村道・里道・水路の財産管理など
○上水道事業、下水道事業、浄化槽整備補助金など

広 域 福 祉 課 ○障害者手帳、社会福祉法人に関することなど

広域まちづくり課 ○市街化区域の開発行為・宅地造成工事の許可など

教育委員会事務局
教 育 課

○教育委員会、学校園の管理、学校給食など
○社会教育、社会体育、文化財など

議 会 事 務 局 ○村議会に関する庶務および議事など

役場の組織が変わりました

　

災
害
情
報
案
内
は
、
消
防
車
が
サ
イ

レ
ン
を
鳴
ら
し
て
出
動
し
た
と
き
に
、

「
何
の
た
め
に
、
ど
こ
に
」
出
動
し
た

の
か
を
お
知
ら
せ
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

富
田
林
市
消
防
本
部
で
は
、
富
田
林

市
、
太
子
町
、
河
南
町
、
千
早
赤
阪
村

で
発
生
し
て
い
る
災
害
（
火
災
、救
助
、

警
戒
な
ど
）
発
生
地
区
の
案
内
を
災
害

情
報
案
内
電
話
で
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
災
害
情
報
を
知
り
た
い
場
合
は
次

の
電
話
番
号
へ
お
か
け
く
だ
さ
い
。

災
害
情
報
案
内
番
号
（
自
動
案
内
）

☎
０
１
８
０
�
７
２
９
９

※�

３
月
31
日
ま
で
は〔
☎
㉕
０
０
１
３
〕

で
し
た
。
お
か
け
間
違
い
の
な
い
よ

う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※�

１
１
９
番
は
緊
急
電
話
専
用
で
す
。

災
害
の
発
生
地
区
の
問
い
合
わ
せ
に

は
利
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

富
田
林
市
消
防
本
部
警
備
救
急
課

　

☎
㉓
１
１
２
５

４
月
１
日
か
ら
災
害
情
報
案
内

の
電
話
番
号
が
変
わ
り
ま
し
た
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２人に１人はがんに罹患すると言われていますが、現代医学では不治の病ではなくなってきています。
まずは検診を受けて、早期発見・早期治療が肝心です。お早目に保健センターに申し込みください。

●検診の種類・対象者・実施方法・受診できる回数

※検診日当日に各検診の対象年齢に達していない人は受診できません。
※上記の「受診できる回数」は集団・個別のいずれかになります（両方受ける事はできません）。
※乳がん・子宮頸がん検診は、昨年度受診していない場合は奇数年生まれでも受診できます。
※各検診の詳しい内容については下記の表をご覧ください。

●申し込み方法
集団・個別のいずれの検診も、事前に保健センターへの申し込みが必要です。
電話または窓口にて、４月１日（水）から申し込みを受け付けします。
集団検診を申し込みされた人には各検診日の約２週間前に予約票など詳しい案内を送付します。
個別検診を申し込みされた人には随時受付票・受診票などの必要書類を送付します。

●集団検診（実施場所：保健センター）

〈予約・申し込み・問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）☎�0069（直通）・☎�0081（代表）

※定員になり次第締め切ります。
※検診日に介助の必要な人は事前に相談ください。

●個別検診　【検診実施期間：いずれも５月１日（金）～平成28年３月11日（金）まで】

検診の種類 対　象　者 実施方法 受診できる回数集団 個別
胃 が ん 検 診 受診日現在40歳以上の人 ● × 年度に１回
大 腸 が ん 検 診 受診日現在40歳以上の人 ● ● 年度に１回
肺 が ん 検 診 受診日現在40歳以上の人 ● × 年度に１回
乳 が ん 検 診 受診日現在、40歳以上の和暦で偶数年生まれの人 ● ● ２年（年度）に１回
子宮頸がん検診 受診日現在、20歳以上の和暦で偶数年生まれの人 ● ● ２年（年度）に１回

大 腸 が ん
個 別 検 診

実施医療機関 村国保診療所（保健センター内・千早診療所）・植田診療所の３か所
内 　   容 問診・便潜血検査（２日間法）

乳 が ん
個 別 検 診

実施医療機関 富田林病院・いぬいクリニックの２か所
内 　   容 問診 ･視触診 ･マンモグラフィ検査（40歳代は２方向、50歳以上は１方向撮影）

子宮頸がん
個 別 検 診

実施医療機関 富田林医師会管内　産婦人科（６か所）
内 　   容 問診・内診・子宮頸部細胞診（子宮体部細胞診は必要者のみ実施可能）

胃 が ん・
大腸がん・
肺 が ん・
結 核
検 診

検 診 日 ５月26日（火）・６月５日（金）・６月25日（木）・７月12日（日）の午前　
当日受付時間 午前８時30分～11時
定 　 　 員 各50人
内 　 　 容 〈胃がん〉問診・Ｘ線間接撮影　　〈大腸がん〉問診・便潜血検査

〈肺がん・結核〉受診票確認・胸部Ｘ線直接撮影（喀痰検査は必要者のみ実施）
※大腸がん検診だけを受診する人で、当日本人が来られない場合は必ず相談ください。

乳 が ん・
子宮頸がん
セット検診

検 診 日 ６月30日（火）の午後
当日受付時間 〈40歳代〉午後０時45分　　〈50歳以上〉午後１時15分・１時45分・２時15分

※受付時間ごとの時間帯予約制です。
定 　 　 員 〈40歳代〉６人　　〈50歳以上〉22人
内 　 　 容 集団の「乳がん検診」「子宮頸がん検診」と同じ

乳がん検診

検 診 日 ６月30日（火）の午前
当日受付時間 〈40歳代〉午前９時30分　　〈50歳以上〉午前10時・10時30分・11時

※受付時間ごとの時間帯予約制です。
定 　 　 員 〈40歳代〉７人　　〈50歳以上〉22人
内 　 　 容 問診 ･視触診 ･マンモグラフィ検査（40歳代は２方向、50歳以上は１方向撮影）
※次の人は乳がん検診対象外です。主治医に相談の上、医療機関で受診してください。
　・妊娠中または妊娠の可能性のある人　　・授乳中の人
　・心臓ペースメーカーを装着している人　・豊胸術をしている人

子宮頸がん
検 診

検 診 日 ６月30日（火）の午後
当日受付時間 午後１時30分～３時
定 　 　 員 各55人
内 　 　 容 問診・内診・子宮頸部細胞診（子宮体部細胞診は実施しません）

平成27年度からがん検診は全て無料で受けられるようになりました。
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投
票
で
き
る
人

　

平
成
７
年
４
月
13
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
平

成
27
年
１
月
２
日
以
前
か
ら
引
き
続
き
千
早

赤
阪
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い

る
人
で
す
。
た
だ
し
、
最
近
住
所
を
移
さ
れ

た
人
は
、次
の
表
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

投
票
す
る
際
に
、
市
区
町
村
長
が
発
行
す

（
エ
）
引
っ
越
し
な
ど
を
し
て
、
大
阪
府
内

の
他
の
市
町
に
住
ん
で
い
る
人
。
た
だ
し
、

千
早
赤
阪
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
で
、
平
成
27
年
１
月
３
日
以
後
に
新

住
所
地
に
転
入
届
を
し
た
人
。

　

こ
の
場
合
、
新
住
所
地
の
住
民
票
担
当
窓

口
で
発
行
す
る
「
引
き
続
き
大
阪
府
内
に
住

所
を
有
す
る
旨
の
証
明
」
が
必
要
で
す
。

※�

病
院
に
入
院
中
の
人
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

に
入
所
中
の
人
に
つ
い
て
は
、
不
在
者
投

票
の
で
き
る
指
定
施
設
で
あ
れ
ば
、
そ
の

施
設
で
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
を

行
う
旨
を
そ
の
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
、一
定
の
要
件
を

満
た
す
人
、
介
護
保
険
上
の
要
介
護
者
で
、介

護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
要
介
護
状
態
区
分

が「
要
介
護
５
」と
記
載
さ
れ
て
い
る
人
は「
郵

便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
」を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。な
お
、投
票
用
紙
の
請
求
期
限
は
４

月
８
日（
水
）ま
で
で
す
。あ
ら
か
じ
め
申
請
し

て
交
付
を
受
け
た「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」を

添
え
て
、早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
選
挙
人
で
、
自
ら
投
票
の

記
載
が
で
き
な
い
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
村
選

挙
管
理
委
員
会
の
委
員
長
に
届
け
出
た
人

（
選
挙
権
有
す
る
人
に
限
る
）
に
投
票
に
関

す
る
記
載
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
の
期
間

期
間　

４
月
４
日（
土
）～
11
日（
土
）

場
所　

村
役
場
１
階

時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

※�

期
日
前
投
票
宣
誓
書
は
投
票
所
入
場
券
裏

面
で
す
。
ご
記
入
の
上
、来
場
く
だ
さ
い
。

手
話
通
訳

　

投
票
日
に
投
票
所
で
手
話
通
訳
者
の
派
遣

を
希
望
す
る
人
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

点
字
投
票

　

点
字
に
よ
っ
て
投
票
す
る
人
は
、
投
票
所

の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

代
理
投
票

　

病
気
や
ケ
ガ
な
ど
何
か
の
理
由
で
文
字
の

書
け
な
い
人
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
所
の
係
員
が
あ
な
た
の
指
示
す
る
候

補
者
を
正
し
く
記
入
し
ま
す
。

点
字
に
よ
る
選
挙
公
報
な
ど

　

点
字
に
よ
る
選
挙
公
報
と
選
挙
公
報
朗
読

テ
ー
プ
を
希
望
す
る
人
は
大
阪
府
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　

介
助
な
ど
お
手
伝
い
が
必
要
な
と
き
は
、

投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

・
村
選
挙
管
理
委
員
会

・
大
阪
府
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
06（
６
９
４
１
）０
３
５
１

る
「
引
き
続
き
大
阪
府
内
に
住
所
を
有
す

る
旨
の
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。

　

�　

投
票
日
ま
で
に
最
寄
り
の
市
役
所
ま
た

は
町
村
役
場
の
住
民
票
担
当
窓
口
で
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
い
ず
れ

の
場
合
も
旧
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

投
票
場
所

開
票
日
時

　

４
月
12
日（
日
）
午
後
９
時
～

開
票
場
所

　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
２
階
会
議
室

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

　

投
票
日
に
次
の
よ
う
な
事
由
に
該
当
す
る

と
見
込
ま
れ
る
人
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き

ま
す
。

（
ア
）
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
予
定
が
あ

る
人
。

（
イ
）
レ
ジ
ャ
ー
や
買
物
な
ど
の
私
用
で
、

投
票
日
に
投
票
区
内
に
い
な
い
人
。

（
ウ
）
病
気
や
ケ
ガ
、
妊
娠
な
ど
の
理
由
で

歩
け
な
い
人
。

４ ３ ２ １
投
票
区

千
早
小
吹
台
小

学
校
体
育
館

千
早
老
人
憩
い

の
家

旧
千
早
小
学
校

体
育
館

く
す
の
き

ホ
ー
ル 投

票
所

小
吹
68
番
地

の
７
８
０

千
早
２
４
０

番
地

東
阪
３
８
８

番
地

水
分
２
６
３

番
地 所

在
地

届出の別 届出の日 投票場所・投票の可否

転
入
届
を
し
た
人

大阪府外から転入
平成27年１月２日以前 千早赤阪村で投票で

きます
平成27年１月３日以後 投票できません

大阪府内の他の
市町から転入

平成27年１月２日以前 千早赤阪村で投票で
きます

平成27年１月３日以後 前住所地で投票でき
ます（※）

転
出
届
を
す
る
人

大阪府外へ転出 全期間 投票できません

大阪府内の他の
市町へ転出

平成27年１月２日以前
に新住所地に転入届

新住所地で投票でき
ます

平成27年1月３日以後
に新住所地に転入届

千早赤阪村で投票で
きます（※）

※�今回の選挙では、第１投票所が「くすの
きホール」となります。ご注意ください。

大
阪
府
議
会
議
員
選
挙

■
投
票
日
時　

４
月
12
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
７
時
～
午
後
８
時
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平
成
27
年
10
月
１
日
を
期
日
と
し
て
、
国

勢
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
国
勢
調
査
は
５
年

に
一
度
行
わ
れ
る
、
日
本
に
住
む
す
べ
て
の

人
と
世
帯
を
対
象
と
す
る
重
要
な
調
査
で
す
。

　

調
査
員
は
、
そ
の
調
査
の
中
心
を
担
う
大

切
な
仕
事
で
す
。

　

村
で
は
調
査
員
と
し
て
、
統
計
調
査
に
従

事
し
て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

登
録
統
計
調
査
員
制
度
と
は

　

こ
の
制
度
は
、
統
計
調
査
を
実
施
す
る
と

き
に
あ
ら
か
じ
め
登
録
い
た
だ
い
て
い
る
人

の
中
か
ら
必
要
に
応
じ
た
人
数
を
選
び
、
調

査
員
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
た
だ
く
も
の
で

す
。

　

統
計
調
査
を
行
う
１
～
２
か
月
前
に
村
の

統
計
担
当
者
か
ら
依
頼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
そ
の
際
、
調
査
の
内
容
や
自
身
の
ご
都

合
に
よ
り
引
き
受
け
て
い
た
だ
く
か
、
断
る

か
決
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
員
の
選
考
は
、
調
査
の
規
模

や
調
査
地
域
の
状
況
な
ど
を
考
慮
い
た
し
ま

す
の
で
、
登
録
し
て
も
調
査
員
と
し
て
必
ず

仕
事
に
従
事
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

統
計
調
査
員
の
仕
事

　

統
計
調
査
員
は
、村
内
の
一
定
の
区
域（
調

よ
り
異
な
り
ま
す
。

応
募
資
格

・�

千
早
赤
阪
村
に
お
住
ま
い
の
20
歳
以
上
の

人
・�

責
任
を
持
っ
て
調
査
事
務
に
従
事
で
き
る

人
・
警
察
、
税
務
業
務
に
従
事
し
て
い
な
い
人

・�

選
挙
に
直
接
関
係
の
な
い
人
（
立
候
補
予

定
者
や
選
挙
運
動
員
な
ど
）

・
普
通
免
許
を
お
持
ち
の
人

応
募
方
法

　

応
募
は
、
電
話
に
よ
り
随
時
受
付
し
ま
す

の
で
総
務
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分
）。

※
４
月
30
日（
木
）締
め
切
り

　

日
程
調
整
の
上
、
役
場
（
総
務
課
）
ま
で

来
て
い
た
だ
き
、簡
単
な
面
接
を
行
い
ま
す
。

必
ず
本
人
が
直
接
来
庁
く
だ
さ
い
。

※�
す
で
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
、
応
募
し

て
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

査
区
）
の
調
査
を
受
け
持
ち
、
対
象
と
な
る

住
居
、
事
業
所
な
ど
を
訪
問
し
て
調
査
票
の

記
入
を
お
願
い
し
、
記
入
さ
れ
た
調
査
票
を

回
収
し
ま
す
。
主
な
仕
事
の
流
れ
は
次
の
と

お
り
で
す
。

①
調
査
員
事
務
打
合
せ
会
へ
の
出
席

②
調
査
担
当
地
区
の
事
前
確
認

③�

調
査
対
象
者
な
ど
へ
の
調
査
票
の
配
布
と

回
収

④
調
査
関
係
書
類
の
検
査
と
村
へ
の
提
出

身
分
と
待
遇

　

統
計
調
査
員
は
、
調
査
実
施
の
度
任
命
さ

れ
る
非
常
勤
の
公
務
員
で
す
。

　

任
命
期
間
は
、
調
査
の
種
類
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
が
、
今
回
の
国
勢
調
査
で
は
、
８

月
～
10
月
の
２
か
月
間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

統
計
調
査
員
に
は
、
秘
密
の
保
護
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
（
守
秘
義
務
）。
秘
密

を
漏
ら
し
た
場
合
は
、
罰
則
が
適
用
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
守
秘
義
務
は

調
査
員
を
辞
め
た
後
で
も
課
せ
ら
れ
ま
す
。

　

調
査
活
動
中
に
災
害
や
事
故
に
あ
っ
た
場

合
は
公
務
災
害
補
償
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
終
了
後
、
調
査
に
従
事
し
た
対
価
と

し
て
、
報
酬
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
報
酬
の
額

は
、
調
査
の
種
類
、
受
け
持
ち
件
数
な
ど
に

国
勢
調
査
に
向
け
て
統
計
調
査
員
を
募
集
し
ま
す

◆
一
般
書

お
ま
え
じ
ゃ
な
き
ゃ
だ
め
な
ん
だ

	

（
角
田
光
代
）

還
り
来
ぬ
青
春	

（
藤
田
宜
永
）

ゆ
る
い
生
活	

（
群
よ
う
こ
）

サ
ー
カ
ス
の
夜
に	

（
小
川
糸
）

小
説
創
業
社
長
死
す	

（
高
杉
良
）

桑
港
特
急	

（
山
本
一
力
）

銀
幕
の
神
々	

（
山
本
甲
士
）

Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ａ	

（
椎
名
誠
）

闇
か
ら
届
く
命	

（
藤
岡
陽
子
）

精
鋭	

（
今
野
敏
）

11
╱
22
╱
63
（
上
・
下
）

	

（
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
キ
ン
グ
）

仮
面
病
棟	

（
知
念
実
希
人
）

朝
見
光
彦
か
ら
の
手
紙	

（
内
田
康
夫
）

北
条
早
雲	

（
富
樫
倫
太
郎
）

怒
り
（
上
・
下
）	

（
吉
田
修
一
）

億
男	

（
川
村
元
気
）

キ
ャ
プ
テ
ン
サ
ン
ダ
ー
ボ
ル
ト

	

（
安
部
和
重
）

ハ
ケ
ン
ア
ニ
メ
！	

（
辻
村
深
月
）

本
屋
さ
ん
の
ダ
イ
ア
ナ	

（
柚
木
麻
子
）

夢
を
か
な
え
る
ゾ
ウ	

（
水
野
敬
也
）

杉
下
右
京
の
事
件
簿	

（
碇
卯
人
）

「
ひ
と
り
力
」
を

鍛
え
る
暮
ら
し
方	

（
清
水
信
子
）

◆
児
童
書

ノ
ラ
ネ
コ
ぐ
ん
だ
ん
き
し
ゃ
ぽ
っ
ぽ

ぼ
く
の
ニ
セ
モ
ノ
を
つ
く
る
に
は
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●
国
民
健
康
保
険
料

　

仮
決
定
し
た
保
険
料
は
、
４
～
６
月
の
普

通
徴
収
分
、
４
・
６
・
８
月
の
特
別
徴
収
分
で

す
。

・�

65
～
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
世
帯
主
の
人
へ

　

介
護
保
険
料
が
特
別
徴
収
の
世
帯
主
が
国

民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
、
同
じ
世
帯
の

被
保
険
者
全
員
が
65
～
74
歳
の
場
合
、
国
民

健
康
保
険
料
は
世
帯
主
の
年
金
か
ら
特
別
徴

収
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
国
民
健
康
保
険
料
と
介
護
保
険

料
の
合
計
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え

る
人
な
ど
は
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

・�

平
成
27
年
度
中
に
75
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
る
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
の
人
へ

　

前
年
度
ま
で
国
民
健
康
保
険
料
を
特
別
徴

　

１
年
間
の
国
民
健
康
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料
の
額
は
、
前
年

の
所
得
な
ど
を
も
と
に
算
定
し
、
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
４
月
１
日
時
点
で
は
、
皆
さ
ん
の
前
年
の
収
入
や
所
得
な
ど
が
把
握
で
き
な
い

の
で
、
平
成
26
年
度
の
保
険
料
を
も
と
に
仮
決
定
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
の
保
険
料
は

７
月
に
本
決
定
し
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
め
方
に
は
「
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
引
き
落
と
し
）」
と
「
普
通
徴
収
（
納
付

書
や
口
座
振
替
）」
が
あ
り
ま
す
。

●
介
護
保
険
料

　

仮
決
定
し
た
保
険
料
は
、
４
～
６
月
の
普

通
徴
収
分
、
４
・
６
・
８
月
の
特
別
徴
収
分
で

す
。

　

65
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
人
や
転
入

さ
れ
た
人
な
ど
は
、
一
定
期
間
、
普
通
徴
収

で
す
が
、
こ
の
期
間
が
経
過
し
、
老
齢
（
退

職
）
年
金
、
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
を
年
額

18
万
円
以
上
受
給
・
受
給
見
込
み
の
人
は
特

別
徴
収
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
年
金
差
し

止
め
の
人
な
ど
は
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

●�

国
民
健
康
保
険
料
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
を
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
引
き

落
と
し
）
で
納
め
て
い
る
人
へ

　

国
民
健
康
保
険
料
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
を
「
特
別
徴
収
」
で
納
め
て
い
る

人
は
、保
険
料
の
納
付
方
法
を
「
口
座
振
替
」

に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

手
続
き
方
法
な
ど
詳
し
く
は
住
民
課
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

納
付
方
法
の
変
更
を
希
望
し
な
い
場
合

は
、
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

確
定
申
告
な
ど
の
と
き
の
社
会
保
険
料
控

除
は
、
特
別
徴
収
の
場
合
は
年
金
受
給
者

本
人
に
、
普
通
徴
収
の
場
合
は
納
め
た
人

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

・
住
民
課
（
国
保
・
後
期
高
齢
）

・
健
康
福
祉
課
（
高
齢
介
護
）

収
で
納
め
て
い
た
人
で
も
、
平
成
27
年
４
月

か
ら
普
通
徴
収
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

特
別
徴
収
に
な
る
前
に
口
座
振
替
で
納
め

て
い
た
人
は
当
時
の
登
録
口
座
か
ら
引
き
落

と
し
に
な
り
ま
す
。
口
座
の
変
更
な
ど
を
希

望
す
る
人
は
、
金
融
機
関
で
手
続
き
が
必
要

で
す
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

仮
決
定
し
た
保
険
料
は
、
４
・
６
・
８
月
の

特
別
徴
収
分
で
す
。

　

前
年
度
か
ら
引
き
続
き
特
別
徴
収
の
人

や
、
４
月
か
ら
特
別
徴
収
が
開
始
さ
れ
る
人

に
「
仮
徴
収
開
始
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
は
４
～
６
月
の

普
通
徴
収
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
普
通
徴
収

の
人
に
は
７
月
に
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

　保険料のお支払いは、納期限ごとに自動的に指
定の預金口座から振替納付される口座振替が、納
め忘れがなく便利で安心です。
　口座振替を希望する人は、預金通帳と金融機関
届出印鑑、納入通知書（納入通知書がない人は保
険証）を持参の上、口座振替取扱金融機関の窓口
で手続きをしてください。
（口座振替は毎月25日です。ただし、指定振替日
が取扱金融機関などの休日にあたる場合は、１営
業日前です。）

〈口座振替取扱金融機関〉
三菱東京ＵＦＪ・三井住友・りそな・近畿大阪の
各銀行および大阪南農業協同組合、ゆうちょ銀行・
郵便局

保険料の納付は
便利な口座振替で

国
民
健
康
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料

の
平
成
27
年
度
仮
徴
収
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
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●�

平
成
27
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

率
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

率
は
次
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
保
険
料
率
で

計
算
し
た
１
年
間
の
保
険
料
は
、
７
月
初
旬

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１
．
被
保
険
者
均
等
割
額
の
軽
減

　

世
帯
の
所
得
水
準
に
応
じ
て
保
険
料
の
被

康
保
険
組
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）
は
、

所
得
割
額
は
課
さ
れ
ず
、
均
等
割
額
が
９
割

軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

会
社
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
で

あ
っ
た
人
で
、
こ
の
軽
減
を
受
け
て
い
な
い

人
は
、
届
け
出
を
す
る
こ
と
で
軽
減
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
保
険
料
決
定
の
た
め
に
（
お
願
い
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
や
、
医
療
機
関

窓
口
で
の
負
担
割
合
や
高
額
療
養
費
な
ど
の

負
担
区
分
は
、
税
の
申
告
内
容
に
も
と
づ
き

決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

収
入
が
な
い
人
や
、
収
入
が
少
な
く
確
定

申
告
を
し
て
い
な
い
人
で
も
、
住
民
税
申
告

な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。
申
告
を
し
て
い
な

い
と
、
保
険
料
の
軽
減
な
ど
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
平
成
27
年
４
月
以
降
に
75
歳
に
な
る
人

　

75
歳
の
お
誕
生
日
か
ら
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

　

被
保
険
者
に
な
る
人
に
は
、
75
歳
の
お
誕

生
日
の
前
月
中
旬
に
被
保
険
者
証
を
簡
易
書

留
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
め
か
た
な
ど
に
つ
い
て
は
、

被
保
険
者
証
や
保
険
料
決
定
通
知
書
に
同
封

し
て
い
る
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
医
療
費
通
知
に
つ
い
て

　

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、
医
療
費
負
担
の
仕
組
み
や
健
康
に
対
す

る
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
医
療

費
の
通
知
を
年
３
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

医
療
費
通
知
の
主
な
内
容
は
、受
診
年
月
・

医
療
機
関
名
・
診
療
区
分
・
受
診
日
数
・
医

療
費
の
総
額
（
負
担
し
た
金
額
で
は
あ
り
ま

せ
ん
）
で
す
。

●
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
に
ご
注
意
を

　

市
町
村
な
ど
の
職
員
を
名
乗
り
電
話
を
か

け
、
医
療
費
や
保
険
料
の
還
付
金
の
名
目
で

Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
払
機
）
に
誘
導
し
、

お
金
を
振
り
込
ま
せ
る
事
件
が
全
国
で
多
発

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
訪
問
し
て
銀
行
の
通
帳
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
、
被
保
険
者
証
な
ど
を
持
ち
去

る
事
件
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

公
的
機
関
が
還
付
金
な
ど
の
受
け
取
り
で

Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
さ
せ
る
こ
と
は
絶
対
あ
り
ま

せ
ん
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る
不
審
な

電
話
・
訪
問
な
ど
が
あ
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ

に
指
示
に
従
わ
ず
、
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
や
役
場
窓
口
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

万
一
、
被
害
に
あ
っ
た
場
合
は
、
速
や
か

に
最
寄
り
の
警
察
署
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

・
住
民
課
（
後
期
高
齢
）

・
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

☎
06（
４
７
９
０
）２
０
２
８

保
険
者
均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

２
．
所
得
割
額
の
軽
減

　
「
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等
」
が
、

58
万
円
以
下
の
人
は
、
所
得
割
額
が
一
律
に

５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※�

保
険
料
決
定
通
知
書
に
は
、「
基
礎
控
除

後
の
総
所
得
金
額
等
」
は
「
賦
課
の
も
と

と
な
る
所
得
金
額
」
と
し
て
記
載
さ
れ
ま

す
。

３�

．
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
で

あ
っ
た
人
の
保
険
料
軽
減

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
日
の

前
日
に
会
社
員
の
夫
や
お
子
さ
ん
な
ど
の
扶

養
で
あ
っ
た
人
（
こ
れ
ま
で
保
険
料
の
負
担

が
な
か
っ
た
人
。
国
民
健
康
保
険
・
国
民
健

所得の判定区分世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の
総所得金額など

軽減
割合

軽減後の被保険者
均等割額（年額）

基礎控除額
（33万円）

まで

当該世帯の被保険者全員の各所
得（ただし、公的年金控除額は、
80万円と計算する）

0円 9割 5,260円

0円でない 8.5割 7,891円

【基礎控除額（33万円）＋26万円×被保険者数】まで 5割 26,303円

【基礎控除額（33万円）＋47万円×被保険者数】まで 2割 42,085円

・�基礎控除額などの数値については、今後の税法改正などによって変動
することがあります。

・�被保険者均等割額の軽減に該当するかどうかを判断するときの総所得
金額などには、専従者控除、譲渡所得の特別控除の税法上の規定は適
用されません。

・�国民健康保険と同様、当分の間、年金収入につき公的年金等控除を受
けた65歳以上の人については、公的年金などにかかる所得金額から
15万円が控除されます。

・�世帯主が被保険者でない場合でも、その世帯主の所得が軽減判定の対
象となります。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
お
知
ら
せ

平成27年度の保険料率

所得割額

基礎控除後の
総所得金額等注

×所得割率
10.41％

被保険者
均等割額

被保険者
１人あたり
52,607円

保険料
（年額）＋ ＝

注 −主な基礎控除後の総所得金額等の算定方法−
⑴ 給与所得の場合⇒（給与収入金額−給与所得控除額）−基礎控除額（33万円）
⑵ 公的年金所得の場合⇒（年金収入金額−公的年金等控除額）−基礎控除額（33万円）
⑶ その他の所得の場合⇒（収入金額−必要経費）−基礎控除額（33万円）

※年間保険料の負担限度額は57万円です。
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年
　
　
　
金

平
成
27
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

　

４
月
分
か
ら
、
月
々
の
国
民
年
金
保
険
料

が
３
４
０
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
月
額
１
万
５

５
９
０
円
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
定
額
保
険

料
に
加
え
て
月
額
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料

を
納
付
す
る
と
、
将
来
、
老
齢
基
礎
年
金
に

加
え
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
口
座
振
替
が
便

利
で
お
得
で
す

　

保
険
料
は
口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
金

融
機
関
な
ど
に
行
く
手
間
と
時
間
が
省
け
ま

す
。
ま
た
、早
割
（
当
月
末
振
替
）、前
納
（
６

か
月
・
１
年
・
２
年
）
で
納
付
す
る
と
、
納

付
書
を
使
っ
て
納
め
る
よ
り
も
保
険
料
が
割

引
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
保
険
料
の
免
除
の
承
認
を
受
け
て

い
る
人
は
、
口
座
振
替
に
よ
る
割
引
は
適
用

さ
れ
ま
せ
ん
。

平
成
27
年
度
も
学
生
納
付
特
例
を
希
望
す
る

時
も
申
請
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
平
成
26
年
度
に
学
生
納
付
特
例
の

承
認
を
受
け
た
人
で
、
３
月
下
旬
に
日
本
年

金
機
構
か
ら
ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生
納
付
特
例

申
請
書
が
届
い
た
人
は
、
必
要
事
項
を
記
入

し
て
返
送
す
る
だ
け
で
申
請
が
で
き
ま
す

（
学
生
証
の
添
付
は
不
要
で
す
）。

必
要
な
も
の

　

学
生
証
な
ど
学
生
で
あ
る
こ
と
が
証
明
で

き
る
書
類
・
年
金
手
帳
・
印
鑑

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

天
王
寺
年
金
事
務
所

　

☎
06（
６
７
７
２
）７
５
３
１

•

住
民
課
（
国
民
年
金
）

年
金
な
ん
で
も
相
談

　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
な
ど
の
相
談
に
応

じ
る
「
年
金
な
ん
で
も
相
談
」
を
行
い
ま
す
。

　

厚
生
年
金
被
保
険
者
証
や
年
金
手
帳
な
ど
、

記
号
番
号
や
加
入
脱
退
の
年
月
日
、ま
た
は
過

去
の
履
歴
な
ど
が
分
か
る
も
の
を
持
参
す
れ

ば
、よ
り
具
体
的
な
説
明
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

日
時　

４
月
16
日（
木
）

•

午
前
10
時
～
正
午

•

午
後
１
時
～
３
時

場
所　

役
場
第
２
会
議
室

※�

今
回
の
開
催
場
所
は
い
き
い
き
サ
ロ
ン
か

ら
役
場
第
２
会
議
室
に
変
更
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
国
民
年
金
）

福
　
　
　
祉

65
歳
以
上
の
人
の
医
療
費
の

助
成
に
つ
い
て

　

65
歳
以
上
で
、
次
の
条
件
に
該
当
す
る
人

に
、「
老
人
医
療
（
一
部
負
担
金
相
当
額
等

一
部
助
成
）
医
療
証
」
を
交
付
し
、
医
療
費

の
一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①�

身
体
お
よ
び
知
的
障
が
い
者
医
療
費
助
成

口
座
振
替
の
申
し
込
み

　

年
金
事
務
所
ま
た
は
口
座
を
お
持
ち
の
金

融
機
関
・
郵
便
局
の
窓
口

必
要
な
も
の

　

年
金
手
帳
・
通
帳
・
金
融
機
関
届
出
印

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

天
王
寺
年
金
事
務
所

　

☎
06（
６
７
７
２
）７
５
３
１

•

住
民
課
（
国
民
年
金
）

学
生
納
付
特
例
の
申
請
は

毎
年
度
必
要
で
す

　

20
歳
以
上
の
人
は
国
民
年
金
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
困
難
で
、
本
人
の
所
得
が
一
定
以

下
の
学
生
で
あ
れ
ば
、
在
学
中
の
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

の
申
請
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
か
ら
学
生
に
な
る
20
歳
以
上

の
人
だ
け
で
な
く
、
平
成
26
年
度
に
学
生
納

付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
人
で
引
き
続
き
、

公共施設のごあんない

千早赤阪村役場… ……☎�0081
小吹台連絡所… ………☎�7600

防災行政無線テレホンガイド…
… ………☎�1388

くすのきホール（教育委員会事務局）
•教育課… ……………☎�1300
村立郷土資料館… ……☎�1588
B&G海洋センター………☎�7183
学校給食センター………☎�1112
いきいきサロン
•やまゆり… …………☎�7005
•くすのき… …………☎�1705
保健センター
•健康福祉課… ………☎�0069
•村国保診療所… ……☎�0038
•村社会福祉協議会………☎�0294
金剛山ロープウェイ
•千早駅… ……………☎�0128
村営宿泊施設
•香楠荘… ……………☎�0321
富田林市消防署
千早赤阪分署… ………☎�1755

※�各施設の休館日については
お問い合わせください。
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対
象
の
人
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た

は
２
級
、
療
育
手
帳
重
度
な
ど
）

②�
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
に
該
当
す
る
難

病
に
か
か
っ
て
い
る
人
の
う
ち
、
国
の
難

病
と
し
て
の
公
費
負
担
医
療
の
対
象
と
な

る
疾
患
を
有
す
る
人

③�

精
神
の
通
院
治
療
ま
た
は
結
核
の
治
療
を

受
け
て
い
る
人

④
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
対
象
の
人

※�

申
請
に
必
要
な
も
の
な
ど
は
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

助
成
内
容

　

保
険
診
療
に
か
か
る
自
己
負
担
額
か
ら

「
一
部
自
己
負
担
額
（
１
医
療
機
関
あ
た
り

入
通
院
と
も
１
日
に
つ
き
５
０
０
円
を
限
度

に
月
２
回
ま
で
）」
を
除
い
た
額

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
福
祉
医
療
）

紙
お
む
つ
給
付
金

  

村
で
は
、
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て

い
る
人
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
世
帯
（
生

活
保
護
世
帯
を
除
く
）
に
、
紙
お
む
つ
な
ど

の
購
入
に
か
か
っ
た
費
用
の
一
部
（
月
額

５
千
円
以
内
）
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
申
請

し
た
月
か
ら
対
象
と
な
り
ま
す
。

要
件

○�

村
に
居
住
す
る
65
歳
以
上
の
人
で
、
常
時

紙
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る
人

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

②
や
め
る
届
け
出
が
遅
れ
る
と

　

国
保
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
の
に
届
け
出

が
遅
れ
る
と
、
被
保
険
者
証
が
手
元
に
あ
る

た
め
、
う
っ
か
り
そ
れ
を
使
っ
て
診
療
を
受

け
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
と
き
は
、
国
保
で
負
担
し
た
医
療
費
は
後

で
返
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
新
た
に

加
入
さ
れ
た
健
康
保
険
に
ご
自
身
で
医
療
費

を
請
求
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
国
保
）

農
　
　
　
業

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

　

農
業
委
員
会
は
、
１
月
21
日
～
30
日
に
か

け
て
村
内
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

村
の
農
業
は
、
担
い
手
不
足
や
有
害
鳥
獣

な
ど
の
原
因
に
よ
り
、
遊
休
農
地
化
が
深
刻

な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
中
間
管
理
機
構

の
利
用
や
農
地
の
利
用
調
査
な
ど
に
よ
り
、

村
の
農
地
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

〈
申
請
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

農
業
委
員
会
事
務
局（
ま
ち
づ
く
り
課
内
）

農
作
物
被
害
防
止
事
業
補
助
金

申
請
受
付

　

村
内
に
農
地
を
所
有
す
る
農
家
を
対
象
に
、

有
害
鳥
獣
（
イ
ノ
シ
シ
な
ど
）
の
農
作
物
被

害
を
防
止
す
る
た
め
の
施
設
材
料
費
に
対
す

る
補
助
金
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間　

４
月
６
日（
月
）か
ら
先
着
順
で

受
け
付
け
し
ま
す
。補
助
金
予
算
額
に
達
し
次

第
、締
め
切
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

補
助
内
容　

施
設
材
料
費
の
２
分
の
１
で
す

が
、
施
設
内
容
に
よ
り
次
の
上
限
額
を
設
定

し
て
い
ま
す
。

○
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
、
ト
タ
ン
、
網
な
ど

　

２
万
円

○
電
気
柵

　

２
万
５
０
０
０
円

〈
問
い
合
わ
せ
〉
ま
ち
づ
く
り
課

寄
　
　
　
付

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご

芳
志
は
、
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

◎
木
透　

茂
雄　

様
（
大
阪
府
）

　

４
万
円

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

○�

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
で
要
支
援
以
上

の
人

○�

対
象
と
な
る
人
が
属
す
る
世
帯
の
生
計
中

心
者
の
前
年
分
の
所
得
税
額
が
７
万
円
以

下
で
あ
る
人

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
福
祉
）

国
　
　
　
保

国
保
の
届
け
出
は
お
早
め
に

　

転
入
・
転
出
や
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
・

脱
退
し
た
と
き
は
必
ず
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
・
脱
退
し

て
も
、
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
連
絡
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
自
身
で
届
け
出
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と

　

国
保
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に

届
け
出
が
遅
れ
る
と
、保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ

て
納
め
る
こ
と（
最
高
２
年
間
）に
な
り
ま
す
。

　
「
被
保
険
者
と
な
る
」
の
は
、
加
入
の
手

続
き
を
し
た
と
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
職
場

の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き
、
あ
る
い
は
他

の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
と
き
で
す
。
し
た

が
っ
て
、加
入
手
続
き
を
す
る
ま
で
の
間
も
、

保
険
料
納
付
の
対
象
期
間
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
特
段
の
理
由
が
な
く
届
け
出
が
遅
れ
た

場
合
、
そ
の
間
に
受
け
た
医
療
費
は
全
額
自

平
成
27
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
１
期
（
４
月
分
）
の
納
期
限
は
、
４
月
30
日（
木
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
４
月
24
日（
金
）で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
高
齢
介
護
）

介
護
保
険
料
の
納
付
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耐
震
補
助

耐
震
の
診
断
費
・
設
計
費
・
改
修
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す

　

次
の
建
築
物
に
つ
い
て
、
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。平
成
27
年
度
に
耐
震
の
診
断
・

設
計
・
改
修
を
希
望
す
る
場
合
は
事
前
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
建
築
物　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
建
築
さ
れ
た
建
築
物

補
助
内
容

〈
問
い
合
わ
せ
〉
ま
ち
づ
く
り
課

調
　
　
　
査

『
土
砂
災
害
防
止
法
』に
基
づ
く

基
礎
調
査
の
実
施
に
つ
い
て

　

土
砂
災
害
時
の
警
戒
避
難
体
制
づ
く
り
や

開
発
な
ど
に
よ
る
立
地
抑
制
な
ど
に
役
立
て

る
た
め
、「
土
砂
災
害
防
止
法
」
に
基
づ
き
、

土
石
流
や
が
け
崩
れ
が
発
生
し
た
と
き
に
被

害
が
及
ぶ
恐
れ
が
あ
る
土
地
の
範
囲
を
大
阪

府
で
調
査
し
ま
す
。
調
査
期
間
は
４
月
か
ら

平
成
28
年
２
月
の
予
定
で
す
。

　

調
査
に
伴
い
、
住
宅
地
や
個
人
の
山
に
立

ち
入
ら
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
際
は
、
現
地
に
府
か
ら
委
託
を
受
け
た

調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
調
査
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
過
去
に
指
定
し
た
箇
所
は
大
阪
府

富
田
林
土
木
事
務
所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
詳

細
は
次
の
と
お
り
、
汎
用
検
索
サ
イ
ト
か
ら

も
確
認
で
き
ま
す
。

「
大
阪
府
土
砂
災
害
防
止
法
」
で
検
索
→
「
富

田
林
土
木
事
務
所
」
→
「
調
査
予
定
箇
所
」

〈
問
い
合
わ
せ
〉大
阪
府
富
田
林
土
木
事
務
所

　

建
設
課
河
川
砂
防
グ
ル
ー
プ　

　

☎
㉕
１
１
３
１

問

　条例により住宅用火災警報器の設置が義務付
けられている住宅の部分すべてに住宅用火災警
報器が設置されていますか。

　

富
田
林
市
消
防
本
部
で
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
状
況
な
ど

を
調
査
す
る
た
め
、
村
立
小
・
中
学
校
を
通
じ
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
ま
し
た
（
平
成
26
年
９
月
実
施
）。

　

住
宅
火
災
で
亡
く
な
ら
れ
る
原
因
の
多
く
は
、「
逃
げ
遅
れ
」
に
よ

る
も
の
で
す
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
万
一
火
災

が
発
生
し
て
も
早
期
発
見
・
避
難
に
つ
な
が
り
、皆
さ
ん
の
大
切
な
「
い

の
ち
」
を
守
り
ま
す
。

　

昨
年
12
月
に
村
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
村
内
の
全
世
帯
に
１
個
ず
つ
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
配
付
さ
れ
ま
し
た
。
ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い

ご
家
庭
は
、
早
め
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
す
べ
て
の
寝
室
と
、
２
階
以
上
に
寝
室
が
あ
る
場
合
は
階
段

部
分
に
も
設
置
が
必
要
で
す
。
既
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
ご
家
庭
は

「
い
ざ
」
と
い
う
と
き
に
き
ち
ん
と
作
動
す
る
よ
う
に
、
日
頃
か
ら
お

手
入
れ
や
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
富
田
林
市
消
防
本
部
予
防
課　

☎
㉓
１
１
２
４

①設置している
②一部設置している
③設置していない

建築物の種類 補助の項目 補助の内容

木 造 住 宅

耐震診断費 耐震診断費用の9/10の額または一戸
あたり45,000円のいずれか低い金額

耐震設計費
耐震改修設計費用の7/10の額または
一戸あたり100,000円のいずれか低い
金額

耐震改修費
一戸あたり700,000円（定額）
ただし、耐震改修工事費が定額未満
である場合は、当該工事費の額

非木造住宅 耐震診断費 耐震診断費用の1/2の額または一戸
あたり25,000円のいずれか低い額

もう取り付けましたか？住宅用火災警報器
《平成23年６月１日から、すべての住宅に設置が義務化されました。》

①
46％

③
33％

②
21％
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上
下
水
道

水
道
関
係
の
届
け
出
を
忘
れ
ず
に

　

水
道
を
使
用
さ
れ
て
い
る
人
で
、
次
の
よ

う
な
場
合
は
、
施
設
整
備
課
へ
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

①�

使
用
者
ま
た
は
所
有
者
が
死
亡
し
た
場
合

は
、
住
民
課
へ
の
届
け
出
（
死
亡
届
）
と

は
別
に
、
水
道
の
所
有
者
変
更
届
、
使
用

者
変
更
届
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

②�

転
入
・
転
出
に
伴
い
給
水
を
再
開
始
、
中

止
す
る
場
合
は
、
開
栓
・
閉
栓
届
が
必
要

で
す
（
手
数
料
が
必
要
）。
事
前
に
営
業

時
間
内
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

③�

新
築
・
増
築
・
改
築
に
伴
い
給
水
装
置
工

事
を
行
う
場
合
は
、
村
の
指
定
を
受
け
た

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
（
給
水
工
事
申
込
書
が
必
要
に

な
り
ま
す
）。
ま
た
、
口
径
・
用
途
変
更

を
行
う
場
合
も
変
更
届
が
必
要
で
す
。

④�

量
水
器
（
水
道
メ
ー
タ
ー
）
に
接
続
さ
れ

て
い
な
い
給
水
管
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
施

設
整
備
課
ま
た
は
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
施
設
整
備
課

前期（第１回～第４回）「世界遺産と大阪、南河内」

　

生
涯
学
習
の
一
つ
と
し
て
、
英
会
話
講
座

を
開
講
し
ま
す
。

開
講
期
間　

５
月
か
ら
10
月
ま
で
の
毎
月
第

２
、
第
４
火
曜
日
、
午
後
７
時
～
８
時
（
変

則
日
程
の
月
有
）。
初
回
は
５
月
12
日（
火
）。

※
８
月
は
休
講
と
し
ま
す
。

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
２
階
会
議
室

対
象　

村
内
在
住
、
在
勤
者

内
容　

日
常
会
話
を
学
び
ま
す
。
英
語
が
話

せ
な
い
、
昔
の
勘
を
取
り
戻
し
た
い
人
、
大

歓
迎
！

定
員　

20
人
（
抽
選
）。
５
月
～
10
月
通
し

て
の
受
講
と
な
り
ま
す
。

費
用　

１
回
３
０
０
円
（
当
日
頂
き
ま
す
）

講
師　

Ａ
Ｌ
Ｔ
（A

ssistant　

Language
T
eacher

）
と
し
て
、村
立
幼
稚
園
、小
学
校
、

中
学
校
に
勤
務
し
て
い
る
ガ
ー
ナ
共
和
国
出

身
の
ノ
ア
・
エ
ン
ク
ル
マ
・
ア
ダ
サ
先
生
。

応
募
方
法　

往
復
は
が
き
に
て
、住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
左
記
ま
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
合
否
に
関
わ
ら
ず
、
結
果
を

返
送
し
ま
す
。

申
込
締
切　

４
月
30
日（
木
）消
印
有
効

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

〒
５
８
５-

０
０
４
１

　

�

千
早
赤
阪
村
大
字
水
分
２
６
３
番
地
（
く

す
の
き
ホ
ー
ル
内
）

　

千
早
赤
阪
村
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
課

　

☎
�
１
３
０
０

平
成
27
年
度

村
民
大
学
英
会
話
講
座（
前
期
）

受
講
生
募
集

後期（第５回～第８回）「歴史研究最前線」

※講座日時や講演タイトルは、講師の都合上変更になる場合があります。
※講座日時に変更があった場合は、受講登録者へ事前にご連絡させていただきます。
場所　くすのきホール
定員　50人（先着順）　※事前登録制
費用　１回400円
受付　４月１日（水）～（先着順）　※土曜日・日曜日・祝祭日を除く、午前９時～午後５時
備考　村外の人でも受講できます。

〈申し込み・問い合わせ〉教育課　☎�1300　※くすのきホール窓口でも直接申し込むことができます。

回 講座日時 テーマ 講　　師

１ ５月15日（金）
午後２時～４時 世界遺産論入門

大阪大谷大学
名誉教授

中村　浩　氏

２ ６月５日（金）
午後２時～４時

考古学からみた
百舌鳥・古市古墳群

藤井寺市世界遺産
登録推進室長
山田　幸弘　氏

３ ７月17日（金）
午後２時～４時

世界遺産に登録された
東アジアの墳墓

阪南大学教授
来村　多加史　氏

４ ８月７日（金）
午後２時～４時

世界遺産からみた
百舌鳥・古市古墳群

大阪府百舌鳥・
古市古墳群

世界遺産登録推進室
福田　英人　氏

回 講座日時 テーマ 講　　師

５ 10月14日（水）
午後２時～４時

観心寺と石川郡
～古代から中世の　　
　　　　千早赤阪村～

河内長野市
教育委員会
尾谷　雅彦　氏

６ 11月18日（水）
午後２時～４時

文化財観光論
～文化財の楽しみ方～

阪南大学准教授
和泉　大樹　氏

７ 12月16日（水）
午後２時～４時 古墳時代の枕について

近つ飛鳥博物館
学芸員

永山　はるか　氏

８
平成28年
１月20日（水）
午後２時～４時

弥生の終わり、
古墳の始まり

～放射性炭素年代測定
の諸問題～

村文化財担当職員

平成27年度村民大学歴史講座開講のお知らせ
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健
　
　
　
康

健
康
診
査
や
人
間
ド
ッ
ク
で
健
康
管
理
を

　

40
歳
以
上
の
人
の
健
康
診
査
は
、
加
入
し

て
い
る
健
康
保
険
が
行
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

皆
さ
ん
の
年
齢
や
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

の
種
類
な
ど
に
よ
っ
て
受
診
方
法
が
異
な
り

ま
す
。
健
診
の
実
施
時
期
や
内
容
な
ど
に
つ

い
て
は
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
（
村
）

〇
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導

　

村
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40

歳
以
上
75
歳
未
満
の
人
を
対
象
に
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）

の
早
期
発
見・早
期
治
療
を
目
的
と
し
た
特
定

健
診
・
特
定
保
健
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
さ
ま
ざ
ま

な
生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
を
受
け
る
こ

と
は
総
合
的
な
健
康
状
態
を
知
る
機
会
で
す

の
で
、
積
極
的
に
利
用
し
健
康
管
理
に
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。
対
象
の
人
に
は
、
５
月
末

に
特
定
健
診
の
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
。

〇
人
間
ド
ッ
ク

　

村
で
は
、
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
る
国

民
健
康
保
険
の
加
入
者
に
対
し
て
費
用
を
７

•

振
込
先
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の

健
診
に
関
す
る
お
知
ら
せ

•
�

村
の
国
民
健
康
保
険
の
特
定
健
診
や
後
期

高
齢
者
医
療
の
健
康
診
査
を
、富
田
林
医

師
会
管
内
の
健
康
診
査
実
施
医
療
機
関
で

受
診
す
る
と
、追
加
項
目
健
診
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す（
若
年
健
康
診
査
は
除
く
）。

•
�

健
診
を
受
診
で
き
る
医
療
機
関
は
、受
診
券

に
同
封
す
る
一
覧
表
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

住
民
課
（
国
保
・
後
期
高
齢
）

•

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

健
康
の
た
め
に
若
年
健
康
診
査
を

受
診
し
ま
し
ょ
う

　

村
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
20

歳
以
上
40
歳
未
満
の
人
を
対
象
に
、「
若
年

健
康
診
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
特
定
健

診
と
同
じ
内
容
の
健
診（
眼
底
検
査
を
除
く
）

を
、
村
国
民
健
康
保
険
診
療
所
（
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）、
千
早
診
療
所
お
よ
び
植
田
診
療

所
（
小
吹
台
）
で
受
診
で
き
ま
す
。
受
診
者

負
担
額
は
３
千
円
で
す
。
事
前
に
印
鑑
・
保

険
証
を
持
参
の
上
、
住
民
課
保
険
年
金
担
当

窓
口
で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

年
度
内
の
受
診
人
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
国
保
）

妊
娠
が
わ
か
っ
た
ら

○
で
き
る
だ
け
早
く
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
妊

娠
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。「
母
子
健
康
手

帳
」
と
「
妊
婦
健
康
診
査
受
診
券
」（
母
体

や
胎
児
の
健
康
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な

健
診
を
受
診
で
き
る
受
診
券
で
上
限
額
11
万

６
８
４
０
円
）
を
お
渡
し
し
ま
す
。

○
妊
娠
中
は
特
に
気
が
か
り
な
こ
と
が
な
く

て
も
、
身
体
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
起

こ
っ
て
い
る
た
め
、
健
診
を
受
け
ず
に
出
産

す
る
こ
と
は
、
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
も
お
母

さ
ん
に
と
っ
て
も
非
常
に
危
険
な
こ
と
で
す
。

定
期
健
診
は
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

○
保
健
師
に
よ
る
相
談
や
家
庭
訪
問
を
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
、
心
配
事
が
あ
る
と
き
に

は
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

○
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
利
用
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
の
情
報
提
供
、
赤
ち
ゃ
ん
人
形
を
使
っ

た
沐
浴
実
習
、
お
父
さ
ん
に
な
る
人
の
妊
婦

体
験
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
健
康
）

「
に
ん
し
ん
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」の
ご
案
内

　

妊
婦
健
康
診
査
を
受
け
ず
に
自
宅
な
ど
で

出
産
す
る
こ
と
は
、赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
も

お
母
さ
ん
に
と
っ
て
も
非
常
に
危
険
な
こ
と

で
す
。思
い
が
け
な
い
妊
娠
や
望
ま
な
い
妊

娠
、赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
も
育
て
ら
れ
な

割
負
担
し
て
い
ま
す
。
特
定
健
診
と
併
せ
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※�

印
鑑
・
保
険
証
・
特
定
健
診
の
受
診
券
を

持
参
の
上
、
住
民
課
で
申
し
込
み
を
し
て

く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療

〇
健
康
診
査

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
健
診
は
、
大
阪

府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
行
い
ま
す
。

　

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
４
月
下
旬
に

受
診
券
を
送
付
し
ま
す
。
ま
た
、
年
度
の
途

中
に
被
保
険
者
に
な
る
人
に
は
、
資
格
を
取

得
し
た
月
の
翌
月
初
め
に
送
付
し
ま
す
。

〇
人
間
ド
ッ
ク

　

広
域
連
合
で
は
、
人
間
ド
ッ
ク
受
診
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
助
成
は
、
同
じ
年

度
内
に
１
回
の
み
で
、
上
限
額
は
２
万
６
千

円
で
す
。

　

人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
全
額
を
一
旦
負
担
し
、

そ
の
後
申
請
す
る
こ
と
で
助
成
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※�

オ
プ
シ
ョ
ン
項
目
な
ど
は
助
成
の
対
象
に

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
の
人
間
ド
ッ
ク
助
成
申
請

に
必
要
な
も
の

　

次
の
も
の
を
持
参
の
上
、
住
民
課
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

•

人
間
ド
ッ
ク
の
領
収
書

•

人
間
ド
ッ
ク
の
検
査
結
果
通
知
書

•

被
保
険
者
証
・
印
鑑
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い
な
ど
で
悩
ん
だ
と
き
は
、す
ぐ
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。希
望
に
添
っ
て
必
要
な
正
し
い
情

報
を
伝
え
た
り
、続
け
て
サ
ポ
ー
ト
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
す

る
相
談
窓
口
で
す
。秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　
「
に
ん
し
ん
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」
は
大
阪
府
の
委
託

を
受
け
、
大
阪
府
立
母
子
保
健
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

電
話
で
の
相
談

☎
０
７
２
５
�
７
７
７
８

月
～
金
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

Ｐ
Ｃ
サ
イ
ト 

http://w
w
w
.ninshinsos.com

/

携
帯
サ
イ
ト

http://w
w
w
.ninshinsos.com

/m
/

「
に
ん
し
ん
Ｓ
Ｏ
Ｓ　
大
阪
」で
検
索
で
き
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
健
康
）

『
食
事
で
病
気
予
防
で
き
る
ん
か
い
!?
』

●

●

健康ちはやあかさか21
イメージキャラクター

　

ご
飯
を
食
べ
た
後
、
喉
が
渇
い
て
た
く

さ
ん
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
調
味
料
の
減
り

が
前
よ
り
早
く
な
っ
た
と
感
じ
る
こ
と

は
、
あ
り
ま
せ
ん
か
？
心
当
た
り
の
あ
る

方
は
、
塩
分
を
摂
り
す
ぎ
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
塩
分
を
摂
り
す
ぎ
る
と
、
高

血
圧
や
心
疾
患
、
腎
疾
患
な
ど
に
つ
な
が

り
ま
す
。
今
回
は
、
塩
分
と
高
血
圧
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

塩
分
と
血
圧
の
関
係

　

塩
分
を
摂
り
す
ぎ
る
と
血
液
中
の
塩
分

濃
度
が
高
ま
り
ま
す
。
す
る
と
、
体
が
血

液
中
の
塩
分
濃
度
を
薄
め
よ
う
と
し
、
血

液
中
に
水
分
が
取
り
込
ま
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
血
液
の
量
が
増
え
、
血
液
を
送
る
心

臓
へ
の
負
担
も
増
え
る
の
で
、
血
圧
が
上

が
り
ま
す
。

１
日
ど
れ
く
ら
い
の
量
？

　
「
日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準（
２
０
１
５

年
版
）」で
は
、高
血
圧
予
防
の
観
点
か
ら
、

１
日
の
塩
分
摂
取
量
の
目
標
値
を
男
性
８

ｇ
、女
性
７
ｇ
未
満
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

「
平
成
25
年　

国
民
健
康
・
栄
養
調
査
」

で
は
、１
日
の
塩
分
摂
取
量
の
平
均
値
は
、

男
性
11
・
１
ｇ
、
女
性
９
・
４
ｇ
と
年
々

減
少
傾
向
で
す
が
、
ま
だ
目
標
値
に
は
達

し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

塩
分
摂
取
が
多
く
な
る
理
由

　

塩
分
摂
取
量
が
多
く
な
る
理
由
は
大
き

く
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
伝
統
的

に
日
本
人
は
塩
分
が
多
い
食
事
を
好
む
嗜

好
性
が
強
い
か
ら
で
す
。
日
本
食
に
使
わ

れ
る
醤
油
や
味
噌
に
は
、
塩
分
が
多
く
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
大
さ
じ
１
あ
た
り
、
こ

い
く
ち
醤
油
に
は
、
２
・
７
ｇ
、
味
噌
に

は
２
・
２
ｇ
の
塩
分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、
加
工
食
品
の
摂
取
量
が
増
え

た
こ
と
で
す
。
加
工
食
品
に
は
、
保
存
と

味
付
け
の
た
め
に
多
く
の
塩
分
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
ハ
ム
１
パ
ッ
ク（
４
～
５
枚
）

で
１
・
２
ｇ
、煮
込
み
ち
く
わ
１
本（
90
ｇ
）

で
１
・
８
ｇ
の
塩
分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

減
塩
を
す
る
ポ
イ
ン
ト

①
う
ま
味
成
分
を
利
用
す
る
。

　

�

粉
末
だ
し
は
塩
分
を
多
く
含
む
の
で
、

か
つ
お
や
昆
布
な
ど
素
材
の
う
ま
味
を

活
か
し
ま
し
ょ
う
。

②
酸
味
を
加
え
る
。

　

�

酢
や
レ
モ
ン
な
ど
の
柑
橘
類
を
使
う
と

酸
味
が
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

③
香
辛
料
を
使
う
。

　

�

こ
し
ょ
う
や
カ
レ
ー
粉
な
ど
ス
パ
イ
ス

を
き
か
せ
る
こ
と
で
、
塩
分
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

④
加
工
食
品
の
塩
気
を
活
用
す
る
。

　

�

加
工
食
品
を
食
べ
る
と
き
は
、
素
材
の

塩
気
を
活
か
し
て
調
味
料
を
減
ら
し
ま

し
ょ
う
。
例
え
ば
、
サ
ラ
ダ
に
ハ
ム
を

使
え
ば
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の
量
を
減
ら
し

た
り
、
煮
物
に
ち
く
わ
を
使
え
ば
醤
油

の
量
を
減
ら
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
減

塩
で
き
ま
す
。

　

塩
分
は
ほ
と
ん
ど
の
食
材
に
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
塩
辛
い
も
の
を
食

べ
て
い
な
く
て
も
、
結
果
的
に
摂
り
す
ぎ

て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。薄
味
の
も
の
、

濃
い
味
の
も
の
、
酸
味
の
あ
る
も
の
な
ど

色
々
な
味
を
組
み
合
わ
せ
て
、
美
味
し
い

食
事
で
減
塩
し
て
、
病
気
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
。

（
健
康
福
祉
課　

管
理
栄
養
士
）

富田林保健所の案内
詳しくは、問い合わせください〔☎㉓2681〕

医療機関に関する相談　
月～金曜日（祝日を除く）、午前９時～午後０時
15分、午後１時～５時30分
エイズに関する相談　
月～金曜日（祝日を除く）、午前９時30分～午後
０時15分、午後１時～５時
その他、こころの健康相談、肝炎ウイルス検査、
風しん抗体検査なども実施しています。

飲用水・井戸水検査、腸内細菌・寄生虫卵検査
毎週月曜日（祝日の場合は翌日）、午前９時30分
～11時30分（有料）

•

村
国
保
診
療
所　

水
分
１
９
５-

１
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
�
０
０
３
８　

午
前
診
（
月
）～（
金
）
午
前
９
時
～
正
午　

午
後
診
（
火
・
金
）
午
後
４
時
30
分
～
６
時
30
分

•

村
国
保
千
早
診
療
所　

千
早
１
８
４-

１　

☎
�
０
２
４
０　

午
後
診
（
火
・
金
）
午
後
２
時
～
４
時

村
国
保
診
療
所
の
診
療
時
間
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予
防
接
種

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
な
ど
の

接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す

　

村
で
は
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
な
ど

を
接
種
さ
れ
た
人
に
、接
種
費
用
の
助
成（
還

付
）
を
し
ま
す
。

■
１
価
ロ
タ
リ
ッ
ク
ス
ワ
ク
チ
ン

対
象
者　

接
種
日
に
生
後
２
か
月
か
ら
24
週

ま
で
の
乳
児

助
成
額　

１
回
に
つ
き
上
限
１
万
２
千
円
ま

で助
成
回
数　

１
人
に
つ
き
２
回
ま
で

■
５
価
ロ
タ
テ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン

対
象
者　

接
種
日
に
生
後
２
か
月
か
ら
32
週

ま
で
の
乳
児

助
成
額　

１
回
に
つ
き
上
限
８
千
円
ま
で

助
成
回
数　

１
人
に
つ
き
３
回
ま
で

■
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン

対
象
者　

０
歳
か
ら
２
歳
未
満
児

助
成
額　

１
回
に
つ
き
上
限
５
千
円
ま
で

助
成
回
数　

１
人
に
つ
き
３
回
ま
で

■
お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン

対
象
者　

１
歳
か
ら
小
学
校
就
学
前
ま
で
の

間
に
あ
る
者

標
準
的
な
接
種
時
期　

１
歳
か
ら
２
歳
未
満

で
１
回
目
、
小
学
校
就
学
前
の
１
年
間
に
２

回
目

麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種

　

麻
し
ん
は
、人
か
ら
人
に
う
つ
る
病
気
で

す
。麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
は
非
常
に
感
染
力
が
強

く
感
染
し
や
す
い
の
で
、ワ
ク
チ
ン
に
よ
っ
て
免

疫
を
つ
く
り
、予
防
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

麻
し
ん
風
し
ん
（
Ｍ
Ｒ
）
予
防
接
種
は
指

定
医
療
機
関
で
の
個
別
接
種
（
無
料
）
で
す
。

過
去
に
麻
し
ん
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
で
な
い
人
は
、
予
防
接
種
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

平
成
27
年
度
の
対
象
者

〇
Ｍ
Ｒ
１
期　

１
歳
以
上
２
歳
未
満

〇�

Ｍ
Ｒ
２
期　

平
成
21
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
22
年
４
月
１
日
生

※�

Ｍ
Ｒ
が
未
接
種
で
対
象
年
齢
を
超
え
た
人

は
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
健
康
）

成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

定
期
接
種
対
象
者

①�

平
成
27
年
度
に
、
65
歳
・
70
歳
・
75
歳
・

80
歳
・
85
歳
・
90
歳
・
95
歳
・
１
０
０
歳

と
な
る
人

②�

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、心
臓
、腎
臓
、

呼
吸
器
な
ど
に
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
人

任
意
接
種
対
象
者　

接
種
日
に
満
65
歳
以
上

で
、
定
期
接
種
対
象
者
（
①
②
）
以
外
の
人

自
己
負
担
額　

定
期
接
種
・
任
意
接
種
と
も

に
３
千
円

※�

定
期
接
種
・
任
意
接
種
に
か
か
わ
ら
ず
助

成
は
一
生
涯
に
１
度
の
み
で
す
。

　

�

こ
れ
ま
で
に
公
費
助
成
を
受
け
て
接
種
し

た
こ
と
の
あ
る
人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※�

再
接
種
す
る
場
合
は
、主
治
医
と
相
談
し
、

充
分
な
期
間
を
あ
け
て
接
種
し
て
く
だ
さ

い
。

※�

助
成
を
受
け
る
た
め
の
予
診
票
を
発
行
し

ま
す
。
接
種
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

予
約
の
要
否
な
ど
は
事
前
に
富
田
林
医
師

会
加
入
の
指
定
医
療
機
関
へ
確
認
く
だ
さ

い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
健
康
）

催
　
　
　
し

あ
そ
び
の
教
室（
き
し
ゃ
ぽ
っ
ぽ
）

参
加
者
募
集

　

幼
児
期
前
半
は
し
っ
か
り
遊
ん
で
身
体
や

人
と
関
わ
る
力
を
育
て
る
大
切
な
時
期
で
す
。

親
子
で
手
遊
び
や
リ
ズ
ム
体
操
、家
で
は
で
き

な
い
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
遊
び
な
ど
を
行
い
ま
す
。

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。

日
時　

５
月
14
日（
木
）･

21
日（
木
）･

28
日

（
木
）･

６
月
４
日（
木
）･

６
月
11
日（
木
）･

６
月
18
日（
木
）

助
成
額　

１
回
に
つ
き
上
限
６
千
円
ま
で

助
成
回
数　

１
人
に
つ
き
２
回
ま
で

〇
助
成
手
続
き

①
母
子
手
帳
な
ど
接
種
が
確
認
で
き
る
物　

②
領
収
書　

③
印
鑑　

④
振
込
先
が
確
認
で

き
る
通
帳
や
カ
ー
ド
な
ど
、を
持
参
の
上
、保

健
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

富
田
林
医
師
会
加
入
医
療
機
関
の
窓
口
で

一
旦
接
種
費
用
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※�

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
は
２
種
類
あ
り

ま
す
の
で
、
ど
ち
ら
か
１
種
類
の
選
択
に

な
り
ま
す
。

※�
任
意
予
防
接
種
で
す
の
で
、
接
種
義
務
は

あ
り
ま
せ
ん
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
健
康
）

日
本
脳
炎
予
防
接
種

　

日
本
脳
炎
予
防
接
種
は
、指
定
医
療
機
関

で
の
個
別
接
種
（
無
料
）
で
す
。な
お
、接
種

を
勧
め
る
こ
と
を
控
え
て
き
た
こ
と
に
よ
り

接
種
機
会
を
逃
し
た
平
成
７
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
20
歳
未
満

の
人
で
、接
種
が
完
了
し
て
い
な
い
人
は
、
対

象
年
齢
を
超
え
て
い
て
も
未
接
種
分
を
接
種

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１
期
対
象
者　

３
歳
以
上
７
歳
６
か
月
未
満

２
期
対
象
者　

９
歳
以
上
13
歳
未
満

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
健
康
）
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午
前
10
時
～
11
時
30
分
（
６
回
シ
リ
ー
ズ
）

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー

対
象

①�

初
め
て
参
加
さ
れ
る
人　

１
歳
６
か
月
か

ら
３
歳
未
満
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

②�

２
回
目
以
降
の
人
は
調
整
会
議
で
決
定
し

ま
す
。

定
員　

15
組
程
度
（
き
ょ
う
だ
い
の
同
伴
は

相
談
く
だ
さ
い
）。

費
用　

無
料

受
付　

４
月
１
日（
水
）～
17
日（
金
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
健
康
）

運
転
者
講
習
会

　

５
月
11
日（
月
）～
20
日（
水
）の
「
春
の
全

国
交
通
安
全
運
動
」
に
先
駆
け
て
、
運
転
免

許
を
持
っ
て
い
る
人
を
対
象
に
、
交
通
安
全

運
転
者
講
習
会
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

千
早
小
吹
台
小
学
校
（
体
育
館
）

日
程　

４
月
27
日（
月
）

受
付　

午
後
７
時
～

開
始　

午
後
７
時
30
分
～

く
す
の
き
ホ
ー
ル
（
会
議
室
）

日
程　

４
月
28
日（
火
）

受
付　

午
後
６
時
30
分
～

開
始　

午
後
７
時
～

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

地域子育て支援センターの催し
　地域子育て支援センターは、村内で子育てをする人たちをさまざまな取り組みで応援する施設です。専任の保育士が常
駐していますので気軽に遊びに来てください。

〈予約・問い合わせ〉地域子育て支援センター ai ♡げんき（げんき保育園内）☎�7868

〈４月の予定〉〈開室日時：月～金曜日（祝日は休み）　午前９時～午後３時〉

日・曜日 時　　間 場　　所 内　　容

７ 火 午前10時～11時

地域子育て支援センター

桜まつり

８ 水 午前10時～ 風船あそび

15 水 ★ 午前10時30分～11時 英語あそび・発育測定

16 木 ★ 午前10時～10時30分 げんき親子体操

21 火
午前10時～11時 いきいきサロンやまゆり前広場 ニコニコタイム（雨天中止）

★ 午前11時15分～正午 地域子育て支援センター お試しランチ

23 木 ★ 午前９時30分～11時30分 石川河川敷公園 こいのぼり見学
（参加費 一家庭につきバス代200円）

28 火 午前10時～11時 いきいきサロンやまゆり前広場 ニコニコタイム（雨天中止）

30 木 午前10時～ 地域子育て支援センター こいのぼり制作

今月の一押し　�
　こいのぼり見学　�アンパンマンバスに乗って、大空を悠々と泳ぐこいのぼりをみんなで見に行きましょう。

のびのびげんきひろば
　自由に遊んだり、自由におしゃべりしたりして、親子で
のびのびしましょう。
日時　毎週月曜日（祝日などの場合は翌日の火曜日）
　　　午前10時～11時30分
場所　保健センター３階集団指導室

げんき広場（自由来園）
　自由に親子で遊びながら、お友達と交流しましょう。
日時　毎週月～金曜日　午前９時～午後３時

園庭開放
　園庭で自由に遊びましょう。
日時　毎週金曜日　午前９時～正午

子育て育児相談
•電話相談（毎週月～金曜日）午前９時～午後３時
•面接相談★

備考　�★マークは、事前に電話予約が必要です。催しで費用の記載のないものは無料です。雨天の場合や講師などの都
合で活動が中止または変更となる場合があります。詳しくは、ホームページや窓口にある『地域子育て支援センター
ai ♡げんきだより』をご覧ください。
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人
　
　
　
権

５
月
１
日（
金
）～
７
日（
木
）は

「
憲
法
週
間
」で
す

　

５
月
３
日（
祝
）の
憲
法
記
念
日
は
、
日
本

国
憲
法
が
施
行
さ
れ
た
日
を
記
念
し
て
定
め

ら
れ
た
祝
日
で
、こ
の
日
を
含
む
５
月
１
日

～
７
日
は
憲
法
週
間
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
保
障
さ
れ

た
差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
く
た
め
に
、

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、自
分
の
権
利
と
同

じ
よ
う
に
他
人
の
権
利
も
認
め
合
っ
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
基
本
的
人

権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
特
設
人
権
相
談

　

村
で
は
、憲
法
週
間
に
特
設
人
権
相
談
を

実
施
し
ま
す
。家
庭
や
近
隣
に
お
け
る
い
じ

め
、虐
待
、セ
ク
ハ
ラ
、さ
ま
ざ
ま
な
差
別
な

ど
の
人
権
問
題
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。人

権
擁
護
委
員
が
あ
な
た
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

当
日
都
合
の
悪
い
人
は
近
く
の
人
権
擁
護

委
員
に
直
接
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
無
料
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時　

５
月
１
日（
金
）
午
後
２
時
～
４
時

場
所　

い
き
い
き
サ
ロ
ン
く
す
の
き
相
談
室

人
権
擁
護
委
員

•

田
中　

鈴
代

　

☎
�
７
３
８
７

•

西
浦　

玲
子　
　

　

☎
�
０
３
８
２

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
人
権
）

消
費
者
相
談

消
費
生
活
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
㉔

パ
ソ
コ
ン
画
面
に
突
然
現
れ
た
表
示
に
ビ
ッ

ク
リ
、
つ
い
そ
の
場
で
購
入
し
た
パ
ソ
コ
ン

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
用
ソ
フ
ト

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
を

閲
覧
し
て
い
た
ら
、
突
然
「
あ
な
た
の
パ
ソ

コ
ン
が
故
障
寸
前
で
す
」
と
い
う
、
物
々
し

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
バ
ナ
ー
が
表
示
さ
れ
ま
し
た
。

驚
い
て
ク
リ
ッ
ク
し
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
用
ソ

フ
ト
を
促
さ
れ
る
ま
ま
購
入
し
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
不
要
に
思
え
ま
す
。

急
に
不
安
に
さ
せ
る
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

出
て
も
慌
て
な
い
で
、
本
当
に
必
要
か
、
落

ち
着
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

バ
ナ
ー
広
告
は
、
ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ィ
ン
で

は
ご
く
日
常
の
光
景
で
あ
り
、
決
し
て
珍
し

い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

動
画
な
ど
を
駆
使
し
、
さ
も
作
動
中
の
パ

ソ
コ
ン
を
ス
キ
ャ
ン
す
る
よ
う
な
ア
ク
シ
ョ

ン
で
「
故
障
し
そ
う
だ
、
ハ
ッ
キ
ン
グ
さ
れ

て
い
る
、
ウ
イ
ル
ス
が
見
つ
か
っ
た
…
」
な

ど
、
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
表
示

境
や
シ
ス
テ
ム
が
整
っ
た
こ
と
の
影
響
も
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ど
の
子
ど
も
に
と
っ
て
も
、
心
の
拠
り
ど

こ
ろ
は
親
で
あ
り
、
最
良
の
居
場
所
は
家
庭

で
す
。
そ
の
親
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
に

と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
あ
る
は
ず

で
す
。
児
童
虐
待
と
は
、
本
来
な
ら
自
分
を

守
り
育
ん
で
く
れ
る
保
護
者
や
同
居
人
等
が

加
害
者
と
な
っ
て
た
ち
現
れ
る
事
象
で
あ
り
、

被
害
を
受
け
た
子
ど
も
の
心
を
激
し
く
傷
つ

け
ま
す
。
大
き
な
衝
撃
と
精
神
的
な
混
乱
を

も
た
ら
し
、
さ
ら
に
著
し
い
苦
痛
を
与
え
最

悪
の
場
合
に
は
命
を
脅
か
し
ま
す
。
そ
し
て

そ
の
後
の
成
長
や
心
身
の
発
達
に
重
大
な
影

響
を
与
え
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
す
。

　

そ
れ
故
、
被
虐
待
児
童
に
対
し
て
は
、
事

実
を
早
期
に
発
見
し
、
救
済
す
る
た
め
の
対

応
を
一
刻
も
早
く
始
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
家
庭
内
で
の
親
子
の
人
間
関

係
な
ど
子
ど
も
を
と
り
ま
く
生
活
環
境
の
改

善
や
、
児
童
が
受
け
た
精
神
的
、
身
体
的
被

害
へ
の
ケ
ア
と
そ
の
回
復
の
働
き
か
け
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
小
中
学
生
な
ど
学
齢
期
の
子

ど
も
の
場
合
に
は
学
校
が
、
児
童
相
談
所
等

と
、
そ
し
て
地
域
社
会
と
の
間
で
し
っ
か
り

と
連
携
し
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
形
成
す
る

よ
う
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

１
１
０
１
件
（
平
成
２
年
度
）、
２
万
６

５
６
９ 
件
（
平
成
15
年
度
）、
７
万
３
７
６

５
件
（
平
成
25
年
度
）。
こ
れ
は
何
の
数
字

か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
実
は
、
全
国
の
児

童
相
談
所
が
対
応
し
た
児
童
虐
待
相
談
件
数

で
す
。
厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
り
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
平
成
２
年
に
調
査
を
開
始

し
て
以
来
増
加
し
続
け
、こ
の
10
年
間
で
２
・

８
倍
と
な
り
、
つ
い
に
７
万
人
を
超
え
る
と

い
う
厳
し
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。
し
か
も
そ

の
内
容
を
見
る
と
、
平
成
23
年
度
は
58
人
の

虐
待
死
事
例
が
発
生
し
、
３
歳
未
満
が
そ
の

約
７
割
を
占
め
て
い
る
な
ど
、
さ
ら
に
深
刻

な
実
態
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。ま
た
、

大
阪
の
相
談
件
数
は
６
５
０
９
件
で
全
体
の

８
・
８
％
を
占
め
て
お
り
、
残
念
な
が
ら
全

国
で
最
も
多
い
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
件
数
が
増
加
し
た
理
由
に
は
、
生
活

困
窮
家
庭
の
増
加
や
子
育
て
の
孤
立
な
ど
子

ど
も
を
め
ぐ
る
家
庭
環
境
の
悪
化
に
よ
り
、

発
生
件
数
そ
の
も
の
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
そ
の
一
方
で
、
学

校
に
対
し
て
虐
待
が
疑
わ
れ
る
だ
け
で
も
通

告
を
義
務
づ
け
る
な
ど
児
童
虐
待
防
止
法
の

強
化
や
、
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
な

ど
市
町
村
段
階
で
の
組
織
が
整
備
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
見
逃
さ
ず
発
見
さ
れ
や
す
い
環

人
権
コ
ラ
ム「
き
ず
な
」
�

児
童
虐
待
問
題
を
考
え
る

島
　
　
善
信（
大
阪
教
育
大
学
）
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し
、「
不
具
合
を
修
正
す
る
」
な
ど
の
機
能

を
う
た
う
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
購
入
さ
せ
る
よ

う
に
仕
向
け
る
バ
ナ
ー
も
散
見
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
ら
の
中
に
は
、
さ
も
大
手
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
メ
ー
カ
ー
の
公
認
を
得
た
か
の
よ
う
に
自

称
す
る
マ
ー
ク
や
ロ
ゴ
を
出
し
て
い
る
も
の

も
あ
り
、
い
か
に
も
信
用
で
き
そ
う
な
装
い

を
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

そ
れ
ら
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
が
、
う
た
い
文
句

の
よ
う
な
動
作
を
確
実
に
行
う
か
、
必
ず
し

も
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
返
品
は
、
通
信
販
売
で

あ
れ
ば
原
則
不
可
能
で
あ
り
、
仮
に
不
具
合

を
修
正
す
る
機
能
が
な
い
な
ど
、
う
た
い
文

句
と
異
な
る
ケ
ー
ス
で
も
、
海
外
に
あ
る

メ
ー
カ
ー
と
外
国
語
で
返
金
交
渉
す
る
と
い

う
の
は
、
困
難
を
伴
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
は

慌
て
て
購
入
せ
ず
、
Ｐ
Ｃ
メ
ー
カ
ー
や
Ｏ
Ｓ

メ
ー
カ
ー
の
正
規
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
た
り
、

公
的
機
関
の
提
供
す
る
情
報
を
参
照
し
た
り

す
る
な
ど
検
討
し
、
そ
の
上
で
複
数
の
類
似

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
と
比
較
検
討
す
る
の
が
良
い

で
し
ょ
う
。

　

困
っ
た
と
き
に
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（（
独
）
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

よ
り
抜
粋
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
富
田
林
市
消
費
者
相
談
室

　

☎
㉕
１
０
０
０
（
内
線
１
８
６
）

「
犬
の
登
録
」、「
狂
犬
病
予
防
注
射
」
が
重

要
と
な
り
ま
す
。

　

村
で
は
、
巡
回
に
よ
る
狂
犬
病
予
防
集
合

注
射
と
登
録
を
実
施
し
ま
す
。
狂
犬
病
予
防

法
に
基
づ
き
、
毎
年
１
回
（
４
月
～
６
月
）

の
狂
犬
病
予
防
注
射
の
接
種
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
け
ま

し
ょ
う
。

　

登
録
済
の
犬
に
つ
い
て
は
、３
月
下
旬
に
郵

送
し
た
実
施
案
内
に
同
封
の
狂
犬
病
予
防
注
射

交
付
手
数
料
領
収
書
を
必
ず
持
参
く
だ
さ
い
。

○
集
合
注
射
料
金　
　

３
２
５
０
円

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
の
飼
主
は
、
飼
い
始

め
た
日
か
ら
30
日
以
内
に
登
録
を
し
、
鑑
札

を
つ
け
る
よ
う
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

登
録
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
こ
の

機
会
に
登
録
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
新
規
登
録
手
数
料　

３
千
円

　

集
合
注
射
会
場
で
受
け
ら
れ
な
い
場
合

は
、動
物
病
院
で
注
射
を
受
け
、「
接
種
済
証
」

を
持
参
し
注
射
済
票
の
交
付
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

※
済
票
交
付
手
数
料　

５
５
０
円

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
環
境
衛
生
）

消
費
者
相
談
の
時
間
延
長
！

　

昨
今
、
消
費
者
被
害
が
複
雑
化
し
て
い
る

こ
と
に
よ
り
、
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
る
た

め
、
４
月
１
日（
水
）か
ら
相
談
時
間
の
延
長

を
行
い
ま
す
。な
お
、電
話
で
の
相
談
も
行
っ

て
い
ま
す
。

〇
富
田
林
市
消
費
者
相
談
室

開
所
日
時　

月
～
金
曜
日

午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時
（
祝

日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

場
所　

富
田
林
市
役
所
１
階
７
番
窓
口
奥

〈
相
談
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

富
田
林
市
消
費
者
相
談
室

　

☎
㉕
１
０
０
０
（
内
線
１
８
６
）

環
境
衛
生

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
と
飼
犬
登
録

　

狂
犬
病
は
、す
べ
て
の
ほ
乳
類
に
感
染
し
、

発
症
す
れ
ば
有
効
な
治
療
法
は
な
く
、
回
復

の
見
込
め
な
い
大
変
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

現
在
で
も
東
南
ア
ジ
ア
や
、
ア
フ
リ
カ
な
ど

世
界
中
で
数
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、近
年
の
発
生
の
報
告
は
な
く
、

予
防
注
射
が
徹
底
さ
れ
、
数
少
な
い
狂
犬
病

の
清
浄
国
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

万
一
発
生
し
た
場
合
に
蔓
延
を
防
ぐ
た
め
に

※時間については、前後する場合がありますのでご了承ください。

月　　日 時　　間 場　　　所

５月７日（木）

＊�雨天中止の場合
５月11日（月）に
順延します。 

午前
９時30分～９時45分
９時50分～10時10分
10時20分～10時40分
10時50分～11時10分
11時20分～11時50分

午後　
１時10分～ １時30分
１時40分～ ２時10分
２時20分～ ２時50分

３時10分～ ３時30分

桐山老人憩いの家下
二河原辺ちびっこ老人憩いの広場
水分地区利用組合みかん貯蔵所前
川野辺老人憩いの家前
森屋北ちびっこ広場

役場プレハブ横駐車場
ＪＡ大阪南赤阪支店前
旧自然休養村管理センター下
（防火水槽付近）
千早老人憩いの家前

５月８日（金）

＊�雨天中止の場合
５月12日（火）に
順延します。 

午前  
９時30分～９時45分
９時55分～10時25分
10時35分～10時55分
11時05分～11時30分
11時40分～12時00分

午後  
１時10分～３時30分

吉年老人憩いの家前
東阪バス停前（旧ＪＡ大阪南千早支店前）
上東阪消防倉庫前
中津原集会所前（中津橋横）
小吹老人憩いの家前

小吹台連絡所前

狂犬病予防集合注射の日程
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そ
の
他
の

　
お
知
ら
せ

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
お
知
ら
せ

寄　
　
　

付

　

ご
芳
志
は
、地
域
福
祉
の
向
上
の
た
め
に

有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〈
敬
称
略
〉

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
大
橋　

敏
明
（
東
阪
３
７
１
番
地
）

　

５
万
円

　

亡
母　

艶
氏
の
供
養
と
し
て

◎
尾
上　

達
也
（
桐
山
４
４
３
番
地
）

　

10
万
円

　

亡
父　

庄
治
氏
の
供
養
と
し
て

◎
谷　

義
隆
（
小
吹
７
７
９
番
地
の
１
）

　

５
万
円

　

亡
父　

三
治
氏
の
供
養
と
し
て

◎
橋
本　

晃
司
（
森
屋
４
６
５
番
地
の
４
）

　

１
万
円

　

亡
父　

忠
雄
氏
の
供
養
と
し
て

◎
内
田　

充
（
森
屋
９
１
３
）

　

５
万
円

　

亡
父　

貞
夫
氏
の
供
養
と
し
て

〈
問
い
合
わ
せ
〉
千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協

　

議
会　

☎
�
０
２
９
４

安あ
ん

ま
ち
メ
ー
ル
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

安
ま
ち
メ
ー
ル
は
、
ひ
っ
た
く
り
や
子
ど

も
に
対
す
る
声
か
け
、
女
性
に
対
す
る
性
犯

罪
情
報
を
、
警
察
署
か
ら
電
子
メ
ー
ル
で
タ

イ
ム
リ
ー
に
知
ら
せ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

配
信
種
別
や
受
信
時
間
、
受
信
地
区
を
設

定
で
き
ま
す
（
登
録
料
は
無
料
で
す
が
、
通

信
料
は
利
用
者
負
担
と
な
り
ま
す
）。

　

さ
あ
、
皆
さ
ん
も
安
ま
ち
メ
ー
ル
を
活
用

し
て
、
上
手
に
防
犯
し
ま
せ
ん
か
？

http://w
w
w
.police.info.pref.osaka.jp/

userM
enu.do

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
警
察
本
部
府
民
安

　

全
対
策
課　

☎
06（
６
９
４
３
）１
２
３
４

　
（
内
線
３
４
４
６
１
）

振
り
込
め
詐
欺
に
注
意
！

還
付
金
詐
欺
被
害
や
警
察
官
を

騙か
た

る
不
審
電
話
が
急
増
！

　

犯
人
は
、
市
役
所
や
社
会
保
険
事
務
所
の

職
員
を
名
乗
り
、「
医
療
費
の
過
払
い
金
が

あ
る
の
で
、
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
の

Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て
電

話
を
か
け
て
き
ま
す
。

　

Ａ
Ｔ
Ｍ
で
医
療
費
や
税
金
の
返
金
手
続
き

は
で
き
ま
せ
ん
。

「
こ
ち
ら
の
言
う
と
お
り
に
入
力
す
れ
ば
、
お

金
が
返
っ
て
き
ま
す
」
は
詐
欺
！

　

警
察
官
を
騙か
た

り
「
あ
な
た
の
口
座
が
悪
用

さ
れ
た
」
な
ど
と
不
安
を
あ
お
り
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
や
お
金
を
だ
ま
し
取
ろ
う
と
す

る
不
審
電
話
も
多
発
し
て
い
ま
す
。
お
金
が

返
っ
て
く
る
な
ど
の
怪
し
い
電
話
が
あ
れ
ば
、

す
ぐ
に
警
察
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
、レ
タ
ー
パ
ッ
ク
や
宅
配
便
で
現

金
を
送
ら
せ
る
詐
欺
の
手
口
も
急
増
し
て
い

ま
す
。ど
ん
な
名
目
で
あ
れ
「
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
、

宅
配
便
で
現
金
送
れ
」は
全
て
詐
欺
の
手
口

で
す
！
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
や
宅
配
便
で
現
金
を

絶
対
に
送
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
警
察
本
部
府
民
安

　

全
対
策
課　

☎
06（
６
９
４
３
）１
２
３
４

　
（
内
線
３
４
４
４
２
）

春
季
テ
ニ
ス
大
会
参
加
ペ
ア
募
集

　

村
テ
ニ
ス
連
盟
で
は
、
春
季
テ
ニ
ス
大
会

（
男
子
ダ
ブ
ル
ス
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス
）
参
加

ペ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時　

５
月
10
日（
日
）
午
前
９
時
～

　
　
　
（
雨
天
の
場
合
は
５
月
17
日（
日
））

場
所　

村
立
テ
ニ
ス
コ
ー
ト　
　
　

対
象　

中
学
生
以
上
の
村
在
住
・
在
勤
者

※
必
ず
ペ
ア
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

費
用　

１
ペ
ア　

１
千
円

受
付　

５
月
２
日（
土
）ま
で

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

中
野　

義
信　

☎
�
７
５
１
９

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
お
知
ら
せ

～
訓
練
の
す
ゝ
め
～

　
「
求
職
者
支
援
制
度
」を
ご
存
知
で
す
か
？

職
業
訓
練
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
早
期
就

職
を
目
指
し
ま
す
。

①�

「
求
職
者
支
援
訓
練
」
な
ど
無
料
で
受
講

で
き
ま
す
。

②�

訓
練
期
間
中
か
ら
終
了
後
も
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
が
就
職
支
援
を
実
施
。

③�

一
定
の
要
件
を
満
た
す
人
に
訓
練
期
間
中
、

給
付
金
を
支
給
。

　

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
河
内
長
野

　

訓
練
コ
ー
ナ
ー　

☎
�
３
０
８
１

タ
カ
ラ
ダ
ニ
に
注
意
！

　

５
月
ご
ろ
か
ら
初
夏
に
か
け
て
家
屋
の
外

壁
や
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
に
タ
カ
ラ
ダ
ニ
と
い
う

体
長
１
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
小
さ
な
赤

い
虫
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
の

虫
は
マ
ダ
ニ
の
よ
う
に
血
は
吸
い
ま
せ
ん
が
、

つ
ぶ
す
と
赤
い
体
液
が
出
て
、洗
濯
物
に
つ
い

た
場
合
赤
い
シ
ミ
に
な
る
の
で
要
注
意
で
す
。

　

駆
除
方
法
は
有
機
リ
ン
系
殺
虫
剤
も
し
く

は
熱
湯
が
効
果
的
で
す
が
、梅
雨
の
時
期
を
過

ぎ
る
と
自
然
と
い
な
く
な
る
の
が
特
徴
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
富
田
林
保
健
所
衛

　

生
課　

☎
㉓
２
６
８
１　
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春
季
軟
式
野
球
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

　

村
軟
式
野
球
連
盟
で
は
、
一
般
参
加
チ
ー

ム
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時　

５
月
10
日（
日
）・
17
日（
日
）

※
予
備
日　

７
月
５
日（
日
）

場
所　

村
民
運
動
場

対
象　

16
歳
以
上
の
村
内
在
住
・
在
勤
者
で

構
成
す
る
チ
ー
ム

費
用　

１
チ
ー
ム　

１
万
２
千
円

受
付　

４
月
15
日（
水
）ま
で

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

加
藤　

明　

☎
�
０
９
９
５

楠
公
史
跡
保
存
会
か
ら
お
知
ら
せ

楠
公
祭

　

４
月
25
日
の
楠
木
正
成
公
の
生
誕
を
祝
っ

て
楠
公
祭
の
式
典
を
開
催
し
ま
す
。ど
な
た
で

も
見
学
で
き
ま
す
。是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月
25
日（
土
）
午
前
10
時
～
正
午

場
所　

楠
公
誕
生
地（
く
す
の
き
ホ
ー
ル
前
）

史
跡
見
学
会

　

今
年
の
史
跡
見
学
会
は
和
歌
山
県
の
根
来

寺
と
淡
嶋
神
社
参
拝
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
希
望
の
人
は
、
申
し
込
み
を
お
願
い

し
ま
す
。

日
時　

５
月
13
日（
水
）
午
前
８
時
出
発

集
合　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
駐
車
場

定
員　

80
人
（
先
着
順
）

④
連
絡
先（
携
帯
電
話
含
む
）　

⑤
志
望
動
機

を
記
入
の
上
、
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
４
月
19
日（
日
）必
着

※�

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
は
決
定
次
第
順
次
連

絡
し
ま
す

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

大
阪
府
立
花
の
文
化
園　

　

〒
５
８
６-

０
０
３
６

　

河
内
長
野
市
高
向
２
２
９
２

　

☎
�
８
７
３
９　

�
８
７
４
１

柔
道
・
剣
道
練
習
生
の
募
集

柔
道・剣
道
を
通
じ
て
心
身
を
鍛
え
ま
せ
ん
か

日
時　

•

柔
道　

毎
週
水
曜
日
・
金
曜
日

•

剣
道　

毎
週
火
曜
日
・
木
曜
日

　
　
　
　

午
後
５
時
～
７
時

場
所　

富
田
林
警
察
署

　
　
　

４
階　

柔
道
・
剣
道
場

対
象　

小
学
校
３
年
生
～
中
学
校
２
年
生

定
員　

若
干
名

費
用　

入
会
金　

１
千
円

　
　
　

剣
道
月
会
費　

１
千
円

　
　
　
（
４
・５
・
６
月
分
前
納
）

　
　
　

柔
道
月
会
費　

１
５
０
０
円

　
　
　
（
４
・５
・
６
月
分
前
納
）

受
付　

４
月
１
日（
水
）～
30
日（
木
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉富
田
林
警
察
署
管
内
少
年
柔

　

剣
道
推
進
会　

☎
㉕
１
２
３
４（
少
年
係
）

木
彫
体
験　

五
月
人
形
づ
く
り

　

楠
を
使
っ
て
五
月
人
形
を
彫
り
ま
せ
ん

か
？
可
愛
く
色
を
つ
け
て
、
名
前
を
入
れ
れ

ば
特
別
な
贈
り
物
に
も
な
り
ま
す
。

日
時　

４
月
26
日（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

場
所　

南
河
内
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー　

ラ
・

フ
ォ
レ
ス
タ
（
東
阪
１
２
３
８-

５
）

定
員　

10
人
（
要
事
前
申
し
込
み
）

費
用　

２
８
０
０
円

講
師　

マ
エ
ダ　

ダ
イ
ス
ケ
氏

受
付　

４
月
７
日（
火
）
午
前
10
時
～

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ　

☎
�
０
０
９
０

　

http://w
w
w
.sinrin.org/foresta/

費
用　

•

保
存
会
会
員　

５
千
円

　
　
　

•

会
員
以
外　
　

６
千
円

受
付　

４
月
30
日（
木
）ま
で

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　
（
一
社
）
千
早
赤
阪
楠
公
史
跡
保
存
会

　

☎
�
１
５
８
８

花
の
文
化
園
イ
ベ
ン
ト
情
報

花
い
っ
ぱ
い
の
街
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座　

第
14
期
生
募
集
中
！ 

～
魅
力
あ
ふ
れ
る
植
物
園
づ
く
り
～

　

植
物
を
栽
培
す
る
た
め
の
基
礎
や
管
理
法
、

生
育
特
性
な
ど
の
講
義
と
剪せ
ん

定
や
植
え
替
え
、

除
草
な
ど
園
内
で
の
実
習
を
行
い
ま
す
。

日
時　

５
月
～
平
成
28
年
３
月

　
　
　

各
月
木
曜
日
１
～
３
回
（
約
20
回
） 

　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

　
　
　
（
昼
食
、
休
憩
を
含
む
） 

場
所　

大
阪
府
立
花
の
文
化
園

対
象　

•

原
則
全
講
座
に
参
加
可
能
な
人 

•
�

講
座
終
了
後
に
週
１
回
程
度
以
上
、
園
内

植
物
管
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
で

き
る
人 

定
員　

50
人（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
） 

費
用　

年
間
入
園
パ
ス
ポ
ー
ト
（
２
千
円
）

※
交
通
費
実
費
、
昼
食
各
自
用
意

申
込
方
法　

は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
用
紙
に
、

①
氏
名　

②
年
齢　

③
郵
便
番
号
と
住
所　
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奥河内そば収穫祭
　２月22日、二河原辺集会所で金剛山千早赤阪倶楽部による奥河内そば収穫祭が行われ、地元で収穫したそ
ばを用いたそば打ち体験などが行われました。
　当日は130人の参加者が集まり、先生によるそば打ちの実演を見学した後、６グループに分かれてそば打
ちを体験し、打ちたてのそばをおいしくいただきました。

千早赤阪村青少年指導員連絡協議会
平成26年度第２回ジュニアリーダースクール

　３月８日、村青少年指導員連絡協議会主催で村内の
小学生を対象にしたジュニアリーダースクールが行わ
れました。
　当日は19人が参加し、電車に乗って京都に行きまし
た。梅小路蒸気機関車館を見学し、京都水族館ではイ
ルカショーを見ました。

表彰おめでとうございます
● 日本体育協会・日本スポーツ少年団顕彰 ●

　千早赤阪村スポーツ少年団（本部長　山形研介さん・指導者
代表　大西昭彦さん）が平成26年度日本体育協会・日本スポー
ツ少年団顕彰において表彰されました。
　この表彰は、昭和53年４月から日本スポーツ少年団に加入し
て以来、平成26年までの37年間の活動に対し、永年にわたりス
ポーツ少年団の発展に貢献し、功績を残したことが評価された
ものです。
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近況は・・・
　エレベーター関係の細かい部品を作る仕事を
しています。
趣味は・・・
　音楽を聞いたり、ＤＶＤを観ることです。
夢は・・・
　動物が大好きなので、一生に一回でいいので
トラやライオンと触れ合いたいです。
最近、楽しいと思ったことは・・・
　最近、犬を飼って毎日がとても楽しいです。
思い出のアルバムから・・・

　

千早赤阪村について・・・
　星がきれいに見えるのがいいです。
次号は・・・
　保育園からの友達の龍見優佑くんです。
龍見くんへメッセージを・・・
　また、みんなで会おな。

小吹台　 前  澤  　　唯 さん
＜19歳　かに座＞

YuiMaezawa

富田林市、太子町、河南町及び千早赤阪村
消防団連携協力協議会が発足しました
　近年、全国各地でさまざまな大規模自然災害が発生す
る中、私たちが住む南河内地域でも、大雨による土砂災
害や洪水、また、大規模地震などがいつ発生してもおか
しくない状況にあります。
　このことから、富田林市消防本部管内の各消防団が連
携協力体制をとり、住民の安全を守るため、４月１日に
「富田林市、太子町、河南町及び千早赤阪村消防団連携
協力協議会」が発足しました。
　協議会の発足により、私たちの地域が更に安心で安全
な地域へつなげるものです。	 〈問い合わせ〉総務課

東阪　ふじえ　いつき　くん
（　藤　江　　一　樹　）

　　　　　　　　　　　　　　平成26年７月19日生まれ
お腹の中にいたときからよく動きまわっていた元気な一樹
くん！！
これからも笑顔いっぱいスクスク大きくなってね♡♡

父・正嗣さん、母・彩乃さん

小学校１年
生の時に家
族で行った
ワールド牧
場での写真
です。

281

わがやのホープわがやのホープわがやのホープわがやのホープ
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ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談

人 の 動 き

名　　　　　　称 連絡先・時間など

休 日 診 療

内科・歯科
休日診療所　☎㉘1333
富田林市向陽台１－３－38
午前９時～11時30分／午後１時～３時30分

小 児 科
富田林病院　☎㉙1121（代表）
富田林市向陽台１－３－36
午前９時～11時30分／午後１時～３時30分

小 児 夜 間 救 急
（当番病院紹介）

富田林市消防署　☎㉓9919
午後８時～翌朝８時（１年中）
土・日・祝・年末年始は午後４時から

救急安心センターおおさか ＃7119または☎06（6582）7119
24時間対応（１年中）

大阪府小児救急電話相談
（受診するかどうかの判断の参考に）

＃8000または☎06（6765）3650
午後８時～翌朝８時（１年中）

大阪府救急医療情報センター
（各科医療機関の診療状況照会）

☎06（6693）1199
24時間対応（１年中）

「こどもの救急」ホームページ
（受診するかどうかの判断の参考に） http://kodomo－qq.jp/

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
72
０
０
６
９

種　　　類 月　日 受　付 対　　象

健
診

１歳６か月児健康診査
４月８日㈬

午後１時
～１時10分 平成25年７月～９月生

３歳６か月児健康診査 午後１時45分
～１時55分 平成23年７月～９月生

２ 歳 児 歯 科 健 診

４月17日㈮

午後１時
～１時15分 平成25年１月～３月生

歯 科フォロー健診

1歳6か月・2歳フォロー
午後１時45分

～２時
１歳６か月・２歳・３歳
６か月児健診で虫歯に
なりやすいと判定され
た幼児

3歳6か月フォロー
午後２時15分

～２時30分

広
場
・
講
習

のびのびげんきひろば
（ai♡げんきの出張ひろば）

４月６日・13日・
20日・27日㈪

午前10時
～11時30分 就学前の乳幼児と保護者

な か よ し 広 場
（親と子の交流会）

４月15日㈬

午前10時
～11時30分

０歳～幼稚園入園前の
乳幼児と保護者

あ か ち ゃ ん 広 場
（交流会・遊び・相談）

午前10時
～11時30分

０～１歳頃までの乳幼
児と保護者

離 乳 食 講 習 会
（あかちゃん広場に併設）

午前10時
～10時45分 １歳頃までの乳幼児の家族

相
談

歯科衛生士による
個 別 歯 科 相 談 ４月20日㈪

午後２時
～３時30分

（要予約）

歯・歯ぐき・入れ歯に関
する相談を希望する人

保健師による健康相談
（電話・来庁） ４月21日㈫ 午前10時～正午

（来庁の場合要予約）
健康・育児・介護など相
談を希望する人

個別健康栄養相談 ４月24日㈮ 午後１時30分～
（要予約）

食事療法が必要な人、健
康のため食生活を改善し
たい人

　※個別禁煙相談は希望に応じて随時実施します（要予約）

健康診査＆相談など

休日・夜間の医療機関など

この広報紙は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙
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早
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も え る ご み
（火・金曜日）

４月３日（金）・
７日（火）・10日（金）
14日（火）・17日（金）
21日（火）・24日（金）
28日（火）
５月１日（金）

粗 大 ご み
（第１水曜日）

４月１日（水）
５月６日（水）

プラスチック製容器包装
（第２・４木曜日）

４月９日（木）
　　23日（木）

ペ ッ ト ボ ト ル
（第３木曜日） ４月16日（木）

空カン・空ビン
（第４水曜日） ４月22日（水）

各地区ミゼット車 ４月17日（金）予定

森屋、水分、川野辺、二河原辺
桐山、小吹、吉年 ４月29日（水）予定

千早、東阪、中津原 ４月30日（木）予定

心配ごと ４月２日（木）・５月７日（木）

児　　童 ４月２日（木）・５月７日（木）

行　　政 ４月２日（木）・５月７日（木）

人　　権

毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時〜午後５時
住民課
（※河南町・太子町役場でも相談でき
ます。）
河南町住民生活課☎�2500
太子町住民人権グループ☎�5515

時間　午後１時〜３時
場所　保健センター１階（相談室）

総人口　5,723人（－12）
　男　　2,720人（－７）
　女　　3,003人（－５）
世帯数　2,365戸（＋５）

２月末日現在、（ 　） は対前月比

就　　労
毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時30分
地域振興課

ごみは、午前７時までに必ず出しましょう


